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《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
の
様
相
中
村
正
常
を
中
心
に
小
林
真
は
ぃ
レ
め
に
昭
和
四
年
か
ら
六
年
頃
に
か
け
て
、
中
村
正
常
等
の
新
興
芸
術
派
の
作
家
た
ち
を
主
要
な
担
い
手
と
し
て
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
と
呼
ば
れ
る
文
学
が
一
大
隆
盛
を
見
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
な
く
、
周
辺
に
位
置
し
た
作
家
に
対
す
る
研
究
の
中
で
論
及
が
見
ら
れ
る
の
み
だ
っ
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
論
及
に
し
て
み
て
も
、
例
え
ば
坂
口
安
吾
の
（
ノ
ン
セ
ン
ス
は
、
同
時
代
の
「
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
」
の
風
潮
と
は
無
関
係
で
あ
る
）
（
柄
谷
行
人
民
「
近
代
日
本
の
批
評
・
昭
和
前
期
Ⅱ
」
、
『
季
刊
思
潮
』
平
元
・
一
〇
）
と
い
い
、
ま
た
（
中
村
正
常
な
ど
と
一
緒
に
井
伏
鱒
二
が
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
の
書
き
手
と
思
わ
れ
て
い
た
の
と
、
井
伏
の
初
期
の
作
品
が
ナ
ン
セ
ン
ス
を
執
拗
に
主
題
に
し
て
い
る
の
と
で
は
、
大
き
を
違
い
が
あ
る
）
（
松
本
鶴
雄
氏
「
初
期
井
伏
文
学
の
ユ
ー
モ
ア
構
造
」
、
『
月
刊
国
語
教
育
』
昭
六
一
・
五
）
と
い
っ
た
際
に
、
た
と
え
論
旨
自
体
は
首
肯
で
き
る
に
せ
よ
、
論
者
が
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
は
甚
だ
不
鮮
明
と
な
つ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
の
様
相
と
こ
れ
を
め
ぐ
る
同
時
代
の
言
説
に
照
明
を
当
て
る
こ
と
で
、
昭
和
415
初
期
の
《
笑
い
》
の
表
現
の
あ
り
よ
う
と
《
笑
い
》
観
の
一
端
を
詳
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
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53
な
お
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
の
代
表
作
家
中
村
正
常
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
古
俣
裕
介
氏
「
中
村
正
常
の
文
学
に
つ
い
て
」
l
（
『
中
央
大
学
国
文
』
昭
五
三
二
二
）
や
、
大
森
盛
和
氏
「
中
村
正
常
！
反
解
釈
と
し
て
の
風
俗
文
学
の
誕
生
」
（
『
芸
術
至
上
主
義
文
芸
』
昭
五
六
・
一
一
）
に
よ
っ
て
再
評
価
の
読
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
両
氏
の
論
考
の
基
底
に
は
、
共
に
（
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
と
し
て
の
レ
ッ
テ
ル
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
Y
（
不
当
な
処
遇
）
（
大
森
氏
）
へ
の
抗
議
と
い
う
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
、
吉
保
氏
は
（
世
間
の
常
識
家
た
ち
の
、
仮
面
舞
踏
会
）
を
通
じ
て
（
赤
裸
々
な
人
間
性
の
断
面
）
を
措
い
た
作
家
と
し
て
、
大
森
氏
は
（
あ
わ
た
だ
し
い
時
代
の
中
で
、
天
真
爛
漫
に
し
て
敦
滑
、
質
朴
に
し
て
強
欲
な
庶
民
の
姿
を
凝
視
し
っ
づ
け
た
）
作
家
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
見
直
し
を
図
っ
た
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
レ
ッ
テ
ル
剥
が
し
に
よ
る
再
評
価
は
、
正
常
文
学
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
以
外
の
側
面
を
明
ら
か
20
《ナンセンス文学≫の様相
に
し
得
た
点
で
は
成
果
を
収
め
た
と
言
え
よ
う
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
自
体
に
対
す
る
検
討
は
き
わ
め
て
不
十
分
な
ま
ま
に
、
性
急
に
不
名
誉
な
（
と
決
め
つ
け
た
ま
ま
の
）
レ
ッ
テ
ル
剥
が
し
に
向
か
っ
た
と
い
う
感
は
否
め
な
い
。
レ
ッ
テ
ル
の
役
割
が
、
本
来
事
物
の
持
つ
特
質
を
端
的
に
表
示
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
レ
ッ
テ
ル
を
剥
が
し
た
が
た
め
に
そ
の
事
物
の
最
も
特
徴
的
な
一
面
を
見
え
に
く
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
場
合
も
あ
る
は
ず
だ
。
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
正
常
研
究
の
そ
う
し
た
状
況
へ
の
補
完
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
1
）
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
流
行
当
時
、
（
典
型
的
な
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
）
と
定
評
の
あ
っ
た
作
品
に
、
楢
崎
勤
「
ヅ
ロ
オ
ス
を
穿
き
忘
れ
た
お
嬢
さ
ん
の
話
」
（
『
文
学
時
代
』
昭
四
・
一
〇
）
が
あ
る
。
飛
ん
で
も
な
い
こ
と
を
健
吉
つ
ち
や
つ
た
。
飛
ん
で
も
な
い
こ
と
を
聴
い
ち
や
つ
た
。
ほ
ん
た
う
に
、
み
ん
な
に
餞
舌
ら
な
い
で
ね
。
（
中
略
）
云
は
な
い
つ
て
、
固
く
、
固
く
約
束
し
て
く
れ
る
ん
だ
つ
た
ら
、
小 林 真 二
接
吻
く
ら
ゐ
し
て
あ
げ
る
わ
よ
。
お
前
、
接
吻
の
仕
方
し
っ
て
る
か
い
。
活
動
で
や
つ
て
る
や
う
に
す
れ
ば
い
い
ん
で
せ
う
。
止
め
た
、
止
め
た
′
ヅ
ロ
オ
ス
を
穿
き
忘
れ
た
お
嬢
さ
ん
と
、
接
吻
し
た
な
ん
て
云
ふ
こ
と
が
、
み
ん
な
に
知
れ
渡
つ
た
ら
み
つ
と
も
な
い
か
ら
ね
。
「
ヅ
ロ
オ
ス
を
穿
き
忘
れ
た
お
嬢
さ
ん
の
話
」
は
、
こ
の
よ
う
に
（
ヅ
ロ
オ
ス
）
を
穿
き
忘
れ
て
学
校
へ
行
っ
た
と
い
う
少
女
の
打
ち
明
け
話
を
め
ぐ
り
、
盛
ん
に
か
ら
か
う
従
兄
弟
の
青
年
と
少
し
も
悪
び
れ
ず
に
応
酬
す
る
少
女
と
の
コ
ミ
カ
ル
な
対
話
か
ら
な
る
。
一
般
的
に
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
は
、
こ
の
よ
う
に
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
や
モ
ダ
ン
・
ボ
ー
イ
た
ち
の
軽
妙
な
対
話
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
の
文
学
が
（
喜
ば
れ
る
）
（
大
宅
壮
一
「
多
元
的
文
壇
相
」
、
『
東
京
朝
日
新
開
』
昭
四
二
二
二
一
五
）
機
運
を
見
せ
始
め
た
の
は
昭
和
四
年
に
入
っ
た
頃
で
あ
っ
た
が
、
四
年
後
半
期
か
ら
は
急
激
な
隆
盛
を
見
せ
、
年
来
の
文
芸
界
回
顧
記
事
等
に
は
早
く
も
そ
の
（
台
頭
）
（
S
・
0
。
S
「
文
芸
手
帖
」
、
『
新
潮
』
昭
四
・
一
二
）
が
特
記
さ
れ
た
。
こ
の
頃
新
居
格
と
大
宅
壮
一
は
そ
の
更
な
る
流
行
を
予
告
し
た
（
大
宅
「
文
学
界
」
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
四
・
一
二
二
二
、
新
居
「
昭
和
五
年
の
文
芸
動
向
」
、
『
近
代
生
活
』
昭
五
・
一
）
が
、
時
代
の
趨
勢
を
捉
え
る
に
敏
な
彼
ら
の
予
見
通
り
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
は
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
大
変
な
隆
盛
を
誇
っ
た
。
試
み
に
主
立
っ
た
雑
誌
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
と
名
の
付
い
た
特
集
に
限
っ
て
み
て
も
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
小
品
》
（
『
文
学
時
代
』
昭
四
・
九
）
、
《
エ
ロ
チ
ッ
ク
・
ナ
ン
セ
ン
ス
》
（
『
近
代
生
活
』
昭
四
二
〇
）
、
《
事
実
ナ
ン
セ
ン
ス
》
（
『
近
代
生
活
』
昭
四
・
一
二
）
、
《
夏
の
ナ
ン
セ
ン
ス
》
（
『
近
代
生
活
』
昭
五
・
八
）
、
《
貧
乏
ナ
ン
セ
ン
ス
物
語
》
（
『
中
央
公
論
』
昭
五
・
九
）
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
と
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
社
会
的
考
察
》
（
『
新
潮
』 昭
五
・
一
〇
）
、
《
都
会
ナ
ン
セ
ン
ス
》
（『近代
生
活
』
昭
五
・
一
二
）
と
列
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
特
集
を
組
ま
な
か
っ
た
『
改
造
』
や
『
文
芸
春
秋
』
と
て
、
決
し
て
215
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
門
戸
を
閉
ざ
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
正
常
の
文
壇
登
場
が
『
改
造
』
の
懸
賞
当
選
を
契
機
と
21
51
し
た
こ
と
や
、
井
伏
と
正
常
が
（
な
ん
せ
ん
す
物
語
）
を
連
載
し
た
『
婦
人
サ
ロ
ン
』
が
文
芸
春
秋
社
の
発
行
誌
で
あ
る
こ
と
か
ら
l
も
端
的
に
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
（
今
の
「
文
壇
」
を
三
分
野
し
て
い
る
集
団
勢
力
は
、
一
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
学
、
二
に
大
衆
通
俗
文
学
、
三
に
モ
ダ
ン
・
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
）
（
日
夏
秋
之
介
「
文
壇
の
内
部
及
外
囲
」
、
『
新
潮
』
昭
五
・
二
）
と
い
っ
た
、
あ
る
い
は
ま
た
、
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
）
は
（
古
典
派
と
、
商
品
派
と
、
ナ
ン
セ
ン
ス
派
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
）
（
大
宅
「
文
学
界
」
前
出
）
と
い
っ
た
勢
力
分
布
図
が
描
か
れ
る
の
も
も
っ
と
も
な
ほ
ど
に
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
ほ
文
壇
に
溢
れ
た
の
で
あ
る
。
22
《ナンセンス文学》の様相
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
の
氾
濫
の
中
で
、
あ
る
程
度
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
炎
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
の
書
き
手
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
の
は
、
正
常
、
井
伏
、
楢
崎
の
三
人
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
楢
崎
に
つ
い
て
は
（
最
近
一
つ
二
つ
そ
ん
な
作
品
を
書
い
た
だ
け
で
、
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
者
と
云
へ
る
か
ど
う
か
）
（
加
藤
武
雄
）
、
（
一
つ
や
二
つ
書
く
こ
と
は
誰
の
場
合
で
も
あ
る
）
（
尾
崎
士
郎
）
と
い
っ
た
反
駁
が
早
く
か
ら
見
ら
れ
た
（
座
談
会
「
後
継
文
壇
に
就
て
語
る
」
、
『
新
潮
』
昭
五
・
一
）
。
ま
た
楢
崎
自
身
も
、
「
ヅ
ロ
オ
ス
を
穿
き
忘
れ
た
お
嬢
さ
ん
の
話
」
（
唯
あ
れ
一
つ
で
）
（
ナ
ン
セ
ン
ス
作
家
）
と
呼
ば
れ
る
が
、
他
に
は
一
作
も
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
を
書
い
て
い
な
い
と
言
明
し
て
い
た
（
座
談
会
「
モ
ダ
ー
ニ
ズ
ム
文
学
及
び
生
活
の
批
判
」
、
『
新
潮
』
昭
五
二
一
）
。
事
実
、
楢
崎
は
「
ヅ
ロ
オ
ス
を
穿
き
忘
れ
た
お
嬢
さ
ん
の
話
」
以
外
の
作
品
に
お
い
て
は
具
体
的
な
作
品
評
で
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
と
許
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
た
め
に
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
作
家
と
見
な
さ
れ
た
期
間
は
あ
ま
り
長
く
な
か
っ
た
。
一
方
、
正
常
と
井
伏
は
比
較
的
長
き
に
わ
た
っ
て
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
作
家
の
好
一
対
と
見
な
さ
れ
続
け
た
。
そ
の
主
因
は
、
正
常
と
井
伏
が
（
合
作
な
ん
せ
ん
す
物
語
）
ユ
マ
吉
ペ
ソ
コ
シ
リ
ー
ズ
を
達
哉
（
『
婦
人
サ
ロ
ン
』
昭
四
・
一
〇
～
五
・
三
）
して
好
評
を
博
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
の
特
質
は
、
井
伏
が
（
地
の
文
章
で
場
面
の
説
明
を
す
る
と
）
、
正
常
が
（
会
話
体
で
男
女
の
動
き
を
書
く
）
小 林 轟 二
と
い
う
（
掛
合
み
た
い
な
形
式
）
（
井
伏
「
難
肋
集
」
、
『
早
稲
田
文
学
』
昭
一
一
・
五
～
一
二
）
に
あ
っ
た
。
正
札
に
書
き
込
ま
れ
た
数
字
と
い
ふ
も
の
は
、
〇
・
一
の
些
細
な
る
数
字
で
あ
つ
て
も
、
そ
こ
に
は
浮
世
の
物
々
し
い
駆
け
引
き
が
た
ゝ
き
込
ま
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。
貧
困
な
家
庭
の
主
婦
達
の
み
が
、
そ
の
〇
・
一
の
数
字
の
前
で
厳
粛
な
顔
つ
き
に
な－る
貧
し
き
家
の
主
婦
達
に
つ
い
て
、
彼
女
等
の
懐
中
の
具
合
に
想
像
を
め
ぐ
ら
し
大
粒
を
涙
を
そ
ゝ
ぐ
こ
と
は
、
私
の
窓
趣
味
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
万
一
に
も
諸
君
が
、
私
の
こ
の
悪
趣
味
に
対
し
て
失
笑
さ
れ
る
な
ら
ば
、
私
の
ノ
ン
セ
ン
ス
物
語
ほ
よ
う
や
く
目
的
を
達
し
た
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
（
「
ユ
マ
吉
ペ
ソ
コ
秋
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
、
『
婦
人
サ
ロ
ン
』
昭
四
・
一
一
）
例
え
ば
右
の
、
銀
座
の
デ
パ
ー
ト
と
い
う
き
わ
め
て
モ
ダ
ン
を
都
市
空
間
を
舞
台
と
し
た
場
面
に
お
い
て
さ
え
、
語
り
手
は
庶
民
の
金
銭
感
覚
に
共
感
の
視
線
を
注
ぐ
こ
と
で
読
者
の
（
失
笑
）
を
喚
起
し
ょ
う
と
試
み
て
い
る
よ
う
に
、
井
伏
が
執
筆
し
た
（
文
章
）
部
は
、
シ
リ
ー
ズ
に
顕
著
だ
っ
た
モ
ダ
ニ
テ
ィ
と
は
無
縁
に
朴
網
な
ユ
ー
モ
ア
を
濠
ま
せ
る
の
を
常
と
し
た
。
こ
れ
に
射
し
、
正
常
が
執
筆
し
た
（
会
話
）
部
は
、
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
と
モ
ダ
ン
。
ボ
ー
イ
に
よ
る
機
知
に
溢
れ
た
ハ
イ
テ
ン
ポ
な
対
話
を
特
徴
と
し
た
。
ペ
ソ
コ
僕
、
赤
い
方
の
靴
を
は
い
て
く
れ
ば
よ
か
つ
た
、
さ
う
思
は
な
い
い
イ
。
ユ
マ
吉
思
へ
つ
て
い
ふ
ん
な
ら
、
を
ん
で
も
さ
う
思
つ
て
や
る
。
ペ
ソ
コ
つ
い
で
に
、
ぢ
あ
、
も
う
少
し
思
つ
て
よ
。
ユ
マ
士
ロ
ペ
ソ
コ
0ほ
エ
マ
膏
ど
ん
な
風
に
思
ふ
ん
だ
。
ペ
ソ
コ
に
新
し
い
赤
い
靴
を
買
つ
て
や
ら
う
か
な
、
つ
て
も
の
ご
と
は
先
の
方
も
考
へ
た
方
が
い
ゝ
、
古
い
方
の
靴
は
、
か
う
い
ふ
具
合
に
。
（
略
）
さ
げ
て
歩
か
う
つ
て
い
ふ
の
か
。
23
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エ ペ エ ペ エ ペ
マ ソ マ ソ マ ソ
吉 コ 吉 コ 吉 コ
私
が
ぢ
あ
な
い
わ
よ
。
二
人
し
か
ゐ
な
い
ん
だ
ぜ
、
君
と
僕
と
。
二
か
ら
一
ひ
く
と
な
に
が
の
こ
る
。
算
術
の
つ
い
で
だ
、
ま
づ
始
め
に
、
二
人
の
財
布
を
た
し
て
み
ろ
。
そ
れ
が
す
ん
だ
ら
靴
の
正
札
を
引
い
て
み
る
。
や
つ
と
わ
か
つ
た
わ
よ
。
さ
う
い
ふ
わ
け
な
ら
、
手
あ
げ
て
円
タ
ク
止
め
ち
あ
は
う
か
し
ら
。
や
つ
て
み
ろ
。
止
め
る
の
は
や
さ
し
い
が
、
だ
ま
し
て
追
ひ
返
す
の
は
む
づ
か
し
い
。
（
「
M
i
S
S
＆
M
R
〝
1
9
3
0
〃
の
ナ
ン
セ
ン
ス
な
散
歩
」
、
『
婦
人
サ
ロ
ン
』
昭
四
・
一
〇
）
24
≪ナンセンス文学》の様相
織
田
正
賓
氏
『
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
』
（
昭
五
四
・
一
、
筑
摩
書
房
）
の
定
義
に
し
た
が
え
ば
、
（
文
章
）
部
が
生
む
笑
い
は
、
（
人
間
を
弱
い
も
の
と
見
、
弱
さ
へ
の
共
感
と
同
情
、
そ
れ
を
い
た
わ
り
の
目
で
見
る
や
さ
し
さ
）
か
ら
な
る
（
ハ
ー
ト
か
ら
に
じ
み
出
る
笑
い
）
＝
（
ユ
ー
モ
ア
）
に
相
当
す
る
の
に
射
し
、
（
会
話
）
部
が
生
む
笑
い
は
、
（
頭
の
回
転
が
生
み
出
す
意
外
性
）
か
ら
な
る
（
知
的
な
笑
い
）
＝
（
ウ
イ
ッ
ト
）
に
相
当
す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
（
ユ
ー
モ
ア
）
と
（
ウ
イ
ッ
ト
）
の
（掛
合
）
と
い
う
、
他
に
類
例
を
見
な
い
《
笑
い
》
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
現
出
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
世
評
の
注
目
は
明
ら
か
に
正
常
の
（
会
話
）
部
に
偏
り
を
見
せ
た
。
こ
と
に
そ
れ
は
、
（
ち
よ
い
と
オ
、
い
ま
の
み
な
か
つ
て
、
ほ
オ
ら
あ
つ
ち
歩
い
て
く
兵
隊
よ
、
勲
章
を
一
つ
ぶ
ら
さ
げ
て
た
わ
、
中
尉
よ
、
あ
い
つ
あ
い
つ
ね
え
、
私
の
方
を
、
そ
り
あ
ア
憤
れ
て
み
て
過
つ
た
わ
よ
、
澄
ま
し
ち
や
は
う
、
僕
）
と
語
る
（
ポ
イ
ツ
シ
ュ
バ
ブ
）
の
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
ペ
ソ
コ
の
口
調
に
集
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
際
立
っ
た
特
徴
と
し
て
は
、
語
尾
の
引
き
延
ば
し
や
一
人
称
（
僕
）
の
使
用
、
機
知
に
富
む
鏡
舌
、
男
性
に
対
す
る
積
極
性
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
こ
に
は
当
時
の
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
の
口
調
が
非
常
に
よ
く
写
し
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
石
川
欣
一
「
言
葉
づ
か
ひ
か
ら
観
た
現
代
女
性
」
（
『
婦
人
公
論
』
昭
五
二
一
）
に
は
、
（
邦
楽
座
あ
た
り
へ
、
兄
さ
ん
乃
至
は
兄
さ
ん
の
友
達
と
来
て
ゐ
る
、
洋
装
断
髪
の
美
少
女
た
ち
）
が
、
連
れ
の
男
性
に
対
し
て
、
（
事
実
）
ペ
ソ
コ
が
ユ
マ
吉
に
対
す
る
（
や
う
な
口
の
き
ゝ
方
を
す
る
）
現
象
の
目
撃
談
が
好
意
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
く
（
彼
女
等
の
会
話
は
、
溌
小 林 真 二
刺
と
し
て
ゐ
る
、
ブ
イ
ヤ
ン
シ
ー
に
富
ん
で
ゐ
る
、
ア
ク
セ
ン
ト
と
、
ポ
ウ
ズ
と
が
交
錯
し
て
、
一
種
の
魅
力
を
さ
へ
持
つ
て
ゐ
る
）
、
（
と
に
か
く
一
九
二
九
年
か
ら
三
〇
年
へ
の
服
装
の
流
行
の
如
く
、
諷
爽
と
し
て
気
汚
が
い
ゝ
）
と
。
石
川
は
ペ
ソ
コ
と
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
の
口
調
が
一
致
を
見
せ
る
要
因
に
つ
い
て
、
（
彼
女
等
が
中
村
氏
の
女
性
を
真
似
た
の
か
、
中
村
氏
の
周
囲
に
彼
女
等
の
や
う
な
言
葉
便
ひ
を
す
る
娘
た
ち
が
多
い
の
か
、
そ
れ
は
判
ら
ぬ
）
と
一
応
判
断
を
留
保
し
て
は
い
る
。
が
、
ペ
ソ
コ
の
口
調
を
（使
い
こ
な
せ
る
娘
さ
ん
は
、
極
め
て
僅
か
で
あ
る
）
と
し
て
、
無
理
に
ペ
ソ
コ
詞
を
（
真
似
て
）
（
甚
だ
変
な
も
の
）
に
堕
し
た
例
を
紹
介
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
の
方
が
ペ
ソ
コ
を
模
倣
し
た
と
の
判
断
の
方
に
傾
い
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
武
田
麟
太
郎
「
嘘
と
真
実
…
新
進
作
家
総
批
評
…
」
（
『
改
造
』
昭
五
・
六
）
に
も
、
正
常
の
（
珍
妙
な
会
話
が
省
線
の
中
で
、
へ
ん
に
モ
ダ
ン
な
、
不
良
大
学
予
科
生
と
不
良
女
学
生
ら
し
い
の
と
に
よ
つ
て
、
ま
ね
ら
れ
て
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
き
い
た
こ
と
が
あ
る
）
と
い
う
目
撃
談
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
ペ
ソ
コ
は
、
先
端
的
な
時
代
風
俗
の
象
徴
で
あ
っ
た
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
の
様
態
を
鋭
敏
に
反
映
し
た
の
み
な
ら
ず
、
時
に
は
自
ら
が
時
代
風
俗
を
リ
ー
ド
す
る
ほ
ど
の
先
端
的
存
在
た
り
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
ペ
ソ
コ
た
ち
が
会
話
を
交
わ
す
状
況
に
も
目
を
配
っ
て
お
き
た
い
。
シ
リ
ー
ズ
第
一
作
「
M
i
S
S
＆
M
R
〝
1
9
3
0
〃
の
ナ
ン
セ
ン
ス
な
散
歩
」
を
例
に
と
れ
ば
、
彼
女
ら
は
ま
ず
新
宿
の
カ
フ
ェ
を
訪
れ
て
（
女
給
）
と
の
会
話
を
楽
し
み
、
次
い
で
銀
座
の
舗
道
で
（
マ
ネ
キ
ン
娘
）
に
悪
戯
を
し
か
け
た
り
す
る
が
、
見
知
ら
ぬ
男
に
（
ス
テ
ッ
キ
・
ガ
ー
ル
）
と
間
違
わ
れ
る
と
腹
立
ち
紛
れ
に
男
に
（
円
タ
ク
・
ガ
ー
ル
）
を
紹
介
す
る
。
『
新
潮
』
昭
和
四
年
七
月
号
の
特
集
（
モ
ダ
ン
移
動
風
景
）
に
林
房
雄
「
エ
ン
タ
ク
・
ガ
ー
ル
」
、
浅
原
六
朗
「
マ
ニ
キ
ン
・
ガ
ー
ル
の
誘
惑
」
、
川
端
康
成
「
ス
テ
ッ
キ
娘
繁
盛
記
」
が
並
ん
で
い
た
こ
と
を
参
照
し
て
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
女
ら
の
会
話
は
、
モ
ダ
ン
な
都
市
空
間
を
舞
ム
ロ
に
き
わ
め
て
先
端
的
な
存
在
を
め
ぐ
つ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ユ
マ
吉
・
ペ
ソ
コ
シ
リ
ー
ズ
は
、
（
新
時
代
の
女
性
の
た
め
）
に
発
刊
さ
れ
た
『婦
人
サ
ロ
ン
』
の
、
（
明
朗
と
、
理
智
と
、
健
康
な
ユ
ー
モ
ア
）
に
よ
っ
て
（
若
い
女
性
の
輝
く
海
へ
、
今
、
最
も
モ
ダ
ー
ン
な
装
ひ
を
こ
ら
し
て
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
し
や
う
）
（
菊
池
寛
「
発
刊
に
際
し
て
」
、
『
婦
人
サ
ロ
ン
』
昭
四
・
九
）
と
い
う
編
集
意
図
に
非
常
に
814
よ
く
応
え
た
作
品
群
だ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
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シ
リ
ー
ズ
の
同
時
代
評
を
追
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
は
（
大
辻
司
郎
の
低
級
渡
文
）
や
（
佐
々
木
邦
の
古
臭
さ
）
と
は
異
な
る
（
ナ
ー
ン
セ
ン
ス
）
（
無
署
名
「
大
衆
文
芸
壇
」
、
『
文
芸
春
秋
』
昭
四
・
一
一
）
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
注
目
さ
れ
、
次
い
で
（
中
村
正
常
氏
、
井
伏
鱒
二
氏
等
に
、
ナ
ン
セ
ン
ス
派
と
も
い
ふ
可
き
一
派
の
台
頭
を
見
た
）
（
加
藤
武
雄
「
昭
和
四
年
の
文
壇
」
『
文
学
時
代
』
26
≪ナンセンス文学≫の様相
昭
四
・
一
二
）
と
の
認
知
を
得
る
。
昭
和
五
年
に
入
る
と
、
正
常
と
井
伏
は
（
一
九
三
〇
年
を
輝
か
す
二
人
の
ナ
ン
セ
ン
ス
親
）
（
「
新
人
訪
問
記
」
『
文
学
時
代
』
昭
五
・
二
）
、
あ
る
い
は
（
芸
術
派
の
旗
印
を
押
し
立
て
軽
快
な
ユ
ー
モ
ア
と
ナ
ン
セ
ン
ス
で
、
小
さ
い
な
が
ら
も
店
開
き
を
し
た
わ
れ
等
の
中
村
正
常
と
井
伏
鱒
二
）
（
無
署
名
「
文
壇
虚
々
実
々
」
『
文
芸
春
秋
』
昭
五
・
六
）
と
称
さ
れ
、
さ
ら
に
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
好
評
ぶ
り
は
、
シ
リ
ー
ズ
が
日
本
キ
ネ
マ
の
第
二
回
作
品
の
原
作
に
選
ば
れ
た
（
無
署
名
「
映
画
欄
」
、
『
文
芸
春
秋
』
昭
五
・
三
、
た
だ
し
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
未
詳
）
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
ら
れ
る
。
連
載
そ
の
も
の
は
昭
和
五
年
三
月
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
シ
リ
ー
ズ
が
正
常
と
井
伏
の
作
家
イ
メ
一
汁
ン
の
形
成
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
。
同
年
七
月
の
座
談
会
「
新
興
芸
術
派
の
人
々
と
そ
の
作
品
に
就
い
て
」
（
『
文
学
時
代
』
） で
依
然
と
し
て
（
ナ
ン
セ
ン
ス
派
）
の
（
二
人
）
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
ゴ
シ
ッ
プ
的
記
事
（
楢
崎
勤
・
吉
行
エ
イ
ス
ケ
「
文
壇
人
種
族
展
覧
会
」
、
『
近
代
生
活
』
昭
六
二
二
、
Ⅹ
・
Y
・
Z
「
そ
の
後
の
新
興
芸
術
派
」
同
前
、
「
文
壇
ユ
ウ
モ
ア
」
、
『
文
芸
春
秋
』
昭
六
・
一
〇
附
録
）
に
お
い
て
は
、
翌
六
年
に
至
っ
て
も
な
お
（
ナ
ン
セ
ン
ス
姐
）
と
し
て
の
扱
い
が
続
い
た
。
そ
う
し
た
評
（
2
）
価
に
ほ
、
む
ろ
ん
両
者
の
そ
の
後
の
作
品
の
性
質
や
、
『
文
芸
春
秋
』
の
名
士
訪
問
企
画
へ
の
交
互
の
参
加
等
も
関
与
し
た
だ
ろ
う
が
、
（
二
人
揃
つ
て
肩
を
並
べ
て
い
を
い
と
、
変
に
物
足
り
な
い
や
う
な
気
の
す
る
こ
と
も
あ
る
）
（
久
野
豊
彦
「
文
壇
時
評
」
、
『
近
代
生
活
』
昭
五
・
五
）
、
（
揃
つ
て
や
れ
ば
も
つ
と
華
々
し
い
曲
芸
を
や
る
）
（
「
文
壇
ユ
ウ
モ
ア
」
、
『
文
芸
春
秋
』
昭
六
・
九
附
録
）
へ
3
）
と
い
っ
た
発
言
が
く
り
返
し
行
わ
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
シ
リ
ー
ズ
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
相
当
に
大
き
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
周
囲
の
そ
う
し
た
評
価
を
よ
そ
に
、
（
ナ
ン
セ
ン
ス
組
）
を
離
れ
た
後
の
井
伏
は
、
「
ジ
ョ
ゼ
フ
と
女
子
大
学
生
」
（
『
新
潮
』
昭
五
・
一
）
を
除
い
て
は
、
具
体
的
な
作
品
評
に
お
い
て
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
と
指
摘
さ
れ
る
作
品
を
ほ
と
ん
ど
書
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
そ
も
そ
も
井
伏
は
、
ユ
マ
書
ペ
ソ
コ
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
既
に
、
語
り
手
を
通
じ
て
ユ
マ
吉
と
ペ
ソ
コ
が
ふ
り
ま
く
モ
ダ
′ト林 真 二
ニ
テ
ィ
や
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
へ
の
違
和
感
を
表
明
し
て
さ
え
い
た
。
語
り
手
は
、
銀
座
松
坂
屋
デ
パ
ー
ト
の
場
面
で
は
、
（
ユ
マ
書
と
ペ
ソ
コ
と
の
案
内
役
と
し
て
、
こ
ゝ
で
は
私
は
適
当
な
鏡
貴
家
で
は
な
い
。
こ
ん
な
ジ
ャ
ズ
の
空
気
に
私
は
物
馴
れ
な
い
人
間
で
あ
る
）
と
、
永
代
橋
の
場
面
で
は
（
ユ
マ
音
速
は
、
あ
ま
り
こ
の
や
う
な
ボ
ロ
船
を
眺
め
る
こ
と
を
好
ま
な
い
で
あ
ら
う
が
、
私
は
モ
ダ
ン
青
年
や
ポ
イ
ツ
シ
ュ
バ
ブ
少
女
が
こ
の
時
代
お
く
れ
の
風
景
を
眺
め
て
如
何
な
る
会
話
を
交
す
か
に
興
味
が
あ
る
）
と
語
り
（
「
ユ
マ
書
ペ
ソ
コ
秋
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
）
、
（
ナ
ン
セ
ン
ス
好
み
）
の
生
活
を
改
善
し
よ
う
と
決
心
す
る
主
人
公
た
ち
に
つ
い
て
は
、
（
満
腔
の
歓
喜
を
も
つ
て
）
（
祝
福
し
た
い
）
と
語
っ
て
い
た
（
「
ユ
マ
吉
ペ
ソ
コ
の
生
活
改
善
」
昭
五
・
二
）
。
当
時
の
井
伏
に
つ
い
て
、
正
常
が
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
こ
と
も
顧
慮
す
る
と
、
井
伏
が
自
己
の
文
学
と
の
違
和
を
感
じ
っ
つ
も
生
計
の
た
め
に
や
む
な
く
（
ナ
ン
セ
ン
ス
組
）
に
加
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
充
分
に
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
考
え
て
み
れ
ば
井
伏
君
な
ん
か
別
に
新
興
芸
術
派
っ
て
い
う
の
に
は
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
っ
て
い
う
も
の
と
は
ち
ょ
っ
と
無
縁
な
ん
だ
ね
。
そ
の
頃
井
伏
君
は
作
家
に
な
り
た
て
で
、
奥
さ
ん
を
も
ら
っ
た
ば
か
し
で
、
ま
あ
生
活
的
に
は
辛
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
、
当
時
僕
の
と
こ
ろ
に
は
小
さ
な
仕
事
が
た
く
さ
ん
来
る
で
し
ょ
。
僕
ひ
と
り
じ
や
と
て
も
こ
な
し
き
れ
な
い
。
そ
こ
で
井
伏
君
が
、
片
っ
端
か
ら
も
っ
て
い
く
。
あ
の
こ
ろ
文
芸
春
秋
で
永
井
竜
男
が
「
婦
人
サ
ロ
ン
」
っ
て
い
う
雑
誌
の
編
集
長
や
っ
て
い
て
、
ま
あ
使
い
や
す
い
作
家
を
集
め
た
わ
け
で
す
。
そ
の
時
に
も
井
伏
と
僕
が
二
人
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
い
ろ
ん
な
仕
事
を
や
っ
た
ん
で
す
。
連
作
み
た
い
な
の
を
や
っ
た
り
、
し
よ
つ
中
二
人
で
仕
事
を
し
て
た
ん
で
す
。
（
「
中
村
正
常
・
聞
き
書
『
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
と
は
弱
者
の
文
学
』
」
、
『
芸
術
至
上
主
義
文
芸
』
昭
和
五
六
・
二
）
そ
の
後
井
伏
は
、
小
林
秀
雄
に
よ
る
擁
護
（
「
井
伏
鱒
二
の
作
品
に
つ
い
て
」
、
『
都
新
開
』
昭
六
・
二
・
二
四
～
二
六
）
等
に
も
与
614
か
り
、
次
第
に
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
作
家
の
呼
称
を
免
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
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舶一
方
、
正
常
は
ユ
マ
吉
・
ペ
ソ
コ
シ
リ
ー
ズ
に
愛
着
を
見
せ
、
続
編
「
水
着
を
き
た
ジ
ャ
ン
ヌ
。
ダ
ル
ク
」
（
『
婦
人
サ
ロ
ン
』
昭
l
五
・
八
）
、
「
ユ
マ
蓄
と
ペ
ソ
コ
と
二
人
の
愛
」
（
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
昭
五
・
八
）
を
書
き
継
い
だ
。
ま
た
、
名
士
訪
問
記
「
堀
切
善
28
《ナンセンス文学》の様相
次
郎
氏
と
正
宗
白
鳥
氏
と
」
（
『
文
芸
春
秋
』
昭
五
二
二
）
に
ペ
ソ
コ
を
、
「
鷹
の
子
…
ジ
ョ
ゼ
フ
と
女
子
大
学
生
∈
」
（
『
作
品
』昭
五
・
一
二
）
に
マ
ユ
吉
・
ソ
ペ
コ
（
ユ
マ
吉
・
ペ
ソ
コ
そ
れ
ぞ
れ
の
上
二
文
字
を
入
れ
替
え
て
い
る
）
を
登
場
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
船
橋
聖
一
、
池
谷
信
三
郎
、
今
日
出
海
等
と
共
に
参
加
し
た
煽
蟻
産
で
も
、
第
一
回
（
ヴ
ラ
イ
エ
テ
イ
）
（
昭
五
二
）
に
「
ユ
マ
（
4
）
書
ペ
ソ
コ
銀
座
の
巻
」
を
選
ん
だ
他
、
「
鷹
の
子
i
ジ
ョ
ゼ
フ
と
女
子
大
学
生
－
」
の
公
演
も
行
っ
た
（
昭
五
・
一
二
）
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ユ
マ
吉
・
ペ
ソ
コ
は
正
常
が
（
努
力
な
く
慣
れ
た
科
白
を
使
ふ
こ
と
が
出
来
）
、
（
読
者
は
こ
の
人
物
の
登
場
に
よ
つ
て
、
（
5
）
科
白
を
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
る
）
ほ
ど
の
、
正
常
文
学
の
（
定
型
的
存
在
）
（
今
日
出
海
「
演
劇
時
評
」
、
『
三
田
文
学
』
昭
六
・
一
）
と
見
な
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
正
常
は
ユ
マ
吉
・
ペ
ソ
コ
シ
リ
ー
ズ
を
離
れ
て
も
、
シ
リ
ー
ズ
と
同
様
に
、
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
を
主
軸
に
軽
妙
な
ウ
ィ
ッ
ト
を
振
り
ま
く
類
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
を
量
産
し
て
い
っ
た
。
一
つ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
こ
エ
コ
と
モ
ダ
ン
・
ボ
ー
イ
カ
ア
吉
の
カ
ッ
プ
ル
が
純
朴
な
青
年
士
官
と
の
間
で
繰
り
広
げ
る
対
話
か
ら
な
る
、
「
赤
い
綬
の
勲
章
」
（『文学
時
代
』
昭
五
二
一
）
の
一
節
を
引
用
し
て
お
く
。
カ
ア
吉
と
の
散
歩
中
、
ニ
ニ
コ
は
通
り
す
が
り
の
青
年
士
官
が
自
慢
げ
に
胸
に
下
げ
て
い
る
勲
章
を
ひ
ど
く
気
に
入
り
、
ち
ょ
っ
と
貸
し
て
み
て
く
れ
と
取
り
上
げ
た
き
り
返
そ
う
と
し
な
い
。
士
官
。
な
ぜ
、
か
へ
し
て
下
さ
ら
ん
か
。
ニ
ニ
コ
。
ぢ
や
、
新
し
い
勲
章
、
別
な
の
あ
げ
ま
し
よ
か
。
と
つ
か
へ
つ
こ
し
な
い
。
（
紅
棒
で
口
を
直
し
て
ゐ
る
）
士
官
。
軍
司
令
官
に
上
申
い
た
し
ま
す
ぞ
。
カ
ア
吉
。
陸
軍
大
臣
と
、
参
謀
総
長
と
ど
つ
ち
が
え
ら
い
ん
だ
い
。
士
官
。
参
謀
総
長
に
も
上
申
し
ま
す
ぞ
。
ニ
ニ
コ
。
お
ど
ろ
か
な
い
わ
よ
。
私
の
方
ぢ
あ
、
警
視
捻
監
に
た
の
む
わ
よ
。
小 林 真 二
カ
ア
吉
。
参
謀
総
長
と
警
視
総
監
と
ど
つ
ち
が
え
ら
い
ん
だ
い
。
ニ
ニ
コ
。
私
の
方
が
先
よ
。
総
理
大
臣
に
頼
ん
ぢ
や
ふ
、
つ
と
。
士
官
。
冗
談
ぢ
あ
な
い
で
す
ぞ
。
ニ
エ
コ
。
お
こ
る
も
ん
ぢ
や
な
い
わ
よ
。
私
が
別
の
勲
章
あ
げ
る
わ
よ
。
（
士
官
の
頬
に
唇
を
お
し
つ
け
る
赤
い
口
の
あ
と
が
つ
く）
さ
あ
も
う
黙
つ
ち
や
い
な
さ
い
。
ニ
ニ
コ
は
柔
軟
な
機
転
を
操
り
カ
ア
書
や
士
官
の
一
歩
先
へ
と
発
想
を
飛
躍
さ
せ
て
み
せ
、
つ
い
に
士
官
が
怒
り
を
あ
ら
わ
に
す
る
と
、
咄
嗟
に
キ
ス
を
与
え
て
黙
ら
せ
、
引
用
に
続
く
場
面
で
は
呆
気
に
と
ら
れ
る
士
官
に
向
か
っ
て
そ
の
勲
藩
早
の
方
が
似
合
う
な
ど
と
か
ら
か
い
つ
つ
、
士
官
の
勲
章
を
持
っ
て
立
ち
去
っ
て
し
ま
う
。
全
く
物
怖
じ
せ
ず
軽
や
か
に
思
考
し
大
胆
に
言
動
に
移
す
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
に
よ
り
、
男
性
二
人
が
成
す
縮
も
な
く
煙
に
巻
か
れ
て
し
ま
う
体
が
可
笑
し
味
を
誘
う
。
同
系
列
に
連
な
る
代
表
的
作
品
と
し
て
は
、
他
に
「
青
年
と
責
任
の
話
」
（
『
新
潮
』
昭
四
・
一
一
）
、
「
五
円
の
チ
ッ
プ
の
話
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
四
・
一
二
）
、
「
ア
ミ
コ
ニ
ア
ミ
コ
・
チ
ミ
コ
」
（
『
新
潮
』昭
五
。
一
）
、
「
彼
女
と
彼
の
散
歩
」
（
『
文
学
時
代
』
昭
五
・
マ
マ
マ
マ
六
）
、
「
チ
ェ
コ
と
チ
ャ
コ
と
先
生
」
（
『
文
芸
春
秋
オ
ー
ル
読
物
号
』
昭
五
・
七
）
、
「
チ
ェ
コ
・
チ
ャ
コ
株
式
会
社
」
（
『
文
学
時
代
』
昭
五
。
八
）
、
「
ナ
ン
セ
ン
ス
紀
行
・
チ
ェ
コ
と
チ
ャ
コ
と
三
人
の
旅
行
」
（
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
昭
五
・
一
一
）
、
「
明
日
は
晴
天
」
（
『
新
青
年
』
昭
五
・
一
一
）
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
は
、
正
常
が
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
の
（
頭
目
）
（
岡
田
三
郎
「
新
興
芸
術
の
人
々
」
、
『
文
学
時
代
』
昭
五
・
四
）
、
ま
た
は
（
総
本
山
）
（
座
談
会
「
新
興
芸
術
派
の
人
々
と
そ
の
作
品
に
就
い
て
」
、
『
文
学
時
代
』
昭
五
・
七
）
と
見
な
さ
れ
る
の
は
至
極
当
然
で
あ
っ
た
。
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遅
ま
き
な
が
ら
、
こ
こ
で
モ
ダ
ン
文
芸
用
語
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
と
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
対
す
る
一
般
的
な
認
識
を
、
同
時
代
29
43
言
説
の
中
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
は
、
当
時
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
モ
ダ
ン
語
辞
典
類
に
ほ
ぼ
も
れ
な
く
記
載
が
l
あ
っ
て
流
行
振
り
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
鵜
沼
直
編
『
モ
ダ
ン
語
辞
典
』
（
昭
五
二
二
、
誠
文
堂
）
を
見
る
と
、
（
無
30
《ナンセンス文学≫の様相
意
味
、
意
味
な
い
こ
と
で
あ
る
。
馬
鹿
馬
鹿
し
い
こ
と
で
あ
る
。
併
し
、
普
通
、
ふ
ざ
け
き
つ
た
、
そ
の
ふ
ざ
け
方
の
底
抜
け
た
の
を
云
つ
て
ゐ
る
）
と
の
解
説
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
や
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
関
し
て
行
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
論
議
の
う
ち
の
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
、
龍
澹
寺
雄
「
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
論
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
五
二
一
）
に
よ
れ
ば
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
の
（
近
代
的
な
解
釈
（
或
ひ
は
感
じ
）
は
、
著
る
し
く
本
来
の
語
義
か
ら
離
れ
）
、
（
無
内
容
性
、
無
内
容
の
つ
ま
ら
な
さ
、
無
内
容
な
軽
妙
さ
、
他
愛
も
な
い
お
し
や
べ
り
、
戎
ひ
は
雰
囲
気
、
莫
迦
げ
た
駄
じ
や
れ
、
冗
談
、
等
々
）
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
当
時
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
に
与
え
ら
れ
て
い
た
定
義
を
端
的
に
表
す
と
す
れ
ば
、
（
『
馬
鹿
々
々
し
い
話
さ
』
と
云
ふ
こ
と
を
時
代
的
な
匂
を
も
た
せ
て
『
ナ
ン
セ
ン
ス
さ
』
と
云
ふ
）
（
時
代
が
も
つ
一
つ
の
流
行
語
）
（
新
居
格
「
ナ
ン
セ
ン
ス
に
対
す
る
考
察
」
、
「
新
潮
」
昭
五
・
一
〇
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
だ
。
そ
う
し
て
み
れ
ば
、
以
上
に
概
観
し
て
き
た
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
は
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
に
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
装
飾
を
施
し
た
文
学
と
、
ひ
と
ま
ず
定
義
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
が
、
（
口
笛
を
吹
く
や
う
な
、
軽
快
な
、
シ
イ
ク
な
テ
ム
ポ
）
を
持
つ
（
広
告
電
灯
の
や
う
に
、
花
や
か
）
で
（
ジ
ャ
ズ
の
や
う
に
賑
や
か
）
な
（
遊
戯
）
（
千
葉
亀
雄
「
芸
術
派
と
は
何
ぞ
や
」
、
『
新
潮
』
昭
五
・
四
）
、
あ
る
い
は
（
モ
ダ
ア
ニ
ズ
ム
の
一
部
分
）
を
構
成
す
る
（
辛
辣
味
の
少
な
い
、
余
り
鋭
く
を
い
）
（
漫
画
文
学
）
、
（
唯
何
と
な
く
を
か
し
げ
な
意
味
も
な
い
、
馬
鹿
馬
鹿
し
さ
、
と
い
つ
た
や
う
な
と
こ
ろ
を
ね
ら
つ
た
文
学）
（
加
藤
武
雄
「
文
壇
現
状
論
」
、
『
文
学
時
代
』
昭
五
・
六
）
等
と
許
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
そ
う
し
た
文
学
が
隆
盛
を
見
せ
た
理
由
に
つ
い
て
、
評
者
た
ち
の
間
に
は
あ
る
一
定
の
共
通
認
識
が
持
た
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
楢
崎
の
座
談
会
「
現
下
文
壇
の
諸
傾
向
を
論
ず
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
四
二
一
）
で
の
発
言
の
延
長
線
上
に
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
楢
崎
は
「
ヅ
ロ
オ
ス
を
穿
き
忘
れ
た
お
嬢
さ
ん
の
話
」
の
執
筆
動
機
に
つ
い
て
、
（
僕
は
世
の
中
の
見
通
し
が
付
か
な
か
っ
た
り
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
な
ら
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
云
ふ
や
う
な
思
想
も
な
く
、
自
分
の
確
固
た
る
考
へ
が
な
い
か
ら
、
却
つ
て
あ
ゝ
云
ふ
も
の
を
書
く
こ
と
に
依
て
、
自
分
の
心
の
頼
り
所
の
な
い
慰
安
を
、
あ
す
こ
に
求
め
ら
れ
る
や
う
な
気
が
す
る
の
で
す
）
と
小 林 真 二
語
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
を
（
そ
れ
に
依
て
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
が
よ
く
説
明
さ
れ
る
）
（
大
宅
）
、
（
一
番
ナ
ン
セ
ン
ス
の
勃
興
を
語
つ
て
ゐ
る
）
（
加
藤
）
等
と
支
持
し
た
論
者
た
ち
は
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
評
論
活
動
に
取
り
込
ん
で
い
く
。
す
な
わ
ち
、
大
宅
は
（
唆
鋭
に
対
立
し
て
ゐ
る
二
つ
の
階
級
の
間
に
介
在
し
て
、
生
活
的
、
思
想
的
、
従
つ
て
又
芸
術
的
根
拠
を
も
失
ひ
、
し
か
も
絶
え
ず
生
活
の
脅
威
に
お
び
え
て
ゐ
る
中
間
知
識
階
級
）
の
（
生
活
必
需
品
）
（
「
文
学
界
」
前
出
）
な
の
だ
と
、
加
藤
は
（
理
想
を
失
ひ
、
希
望
を
失
ひ
、
拠
る
可
き
も
の
執
る
可
き
も
の
を
失
ひ
、
生
活
の
方
向
を
失
つ
た
）
（
「
昭
和
四
年
の
文
壇
」
、
『
文
学
時
代
』
昭
四
・
一
爪
6
小
二
）
人
々
の
要
求
に
応
じ
た
の
だ
と
説
き
、
こ
れ
が
文
壇
内
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
理
解
の
規
範
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
ほ
少
な
く
と
も
中
間
層
に
慰
安
を
与
え
る
と
い
う
点
に
お
い
て
ほ
存
在
意
義
を
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
（
時
代
の
反
映
と
い
ふ
以
上
に
い
く
ば
く
の
芸
術
的
価
値
を
も
ち
得
る
や
）
（
加
藤
前
掲
論
）
、
（
階
級
的
に
没
落
し
た
資
本
主
義
末
期
の
イ
ン
テ
リ
大
衆
に
与
へ
ら
れ
た
最
後
の
避
難
所
）
と
し
て
（
阿
片
的
な
役
割
）
を
担
う
に
過
ぎ
な
い
（
大
宅
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
ナ
ン
セ
ン
ス
」
、
『
新
潮
』
昭
五
二
〇
）
等
と
、
芸
術
的
価
値
に
つ
い
て
は
概
し
て
否
定
的
評
価
を
被
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
当
時
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
観
の
あ
り
よ
う
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
時
支
配
的
だ
つ
た
の
は
、
（
名
称
と
は
裏
腹
に
）
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
を
そ
の
ま
ま
文
学
化
し
た
の
で
は
不
足
と
し
、
例
え
ば
藤
村
作
編
『
現
代
語
大
辞
典
』
（昭
○
●
一
〇
〇
●
●
●
●
中
0
0
〇
七
二
二
、
一
新
社
）
で
（
馬
鹿
げ
た
間
の
抜
け
た
面
白
味
を
現
は
し
然
か
も
考
へ
さ
せ
ら
れ
る
や
う
な
罪
の
な
い
滑
稽
文
学
）
（傍
点
引
用
者
）
と
解
説
さ
れ
る
よ
う
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
隆
盛
の
時
勢
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
当
然
と
も
言
え
よ
う
が
、
何
ら
か
の
意
味
性
を
強
く
求
め
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
観
で
あ
っ
た
。
モ
ダ
ニ
テ
ィ
で
飾
り
付
け
た
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
の
表
現
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
（
生
活
か
ら
必
然
に
渉
み
出
し
た
雰
囲
気
）
（
中
村
武
羅
夫
「
新
年
の
創
作
・
評
論
を
見
て
一
九
三
〇
年
の
文
芸
界
の
動
向
を
予
断
す
」
、
『
文
学
時
代
』
昭
五
二
一
）
、
近
世
の
戯
作
や
落
語
が
蔵
し
た
よ
う
な
（
辛
辣
な
皮
肉
）
や
（
諷
刺
）
（加藤
「
文
壇
現
状
論
」
前
出
）
、
（
諷
刺
）
や
（
冷
嘲
）
（
大
森
義
太
郎
「
文
芸
時
評
」
、
『
改
造
』
昭
五
・
八
）
、
高
い
（
度
合
ひ
）
の
（
皮
肉
。
諷
刺
）
（
岩
崎
紙
孝
「
ユ
ー
モ
ア
聖
典
」
、
『
作
品
』
昭
六
二
二
）
、
（
路
傍
の
ベ
ン
チ
に
眠
つ
た
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
苦
悩
の
裏
づ
け）
（
杉
山
平
介
「
文
芸
春
秋
」
、
『
文
芸
春
秋
』
昭
五
二
二
）
等
を
盛
り
込
ん
で
こ
そ
、
は
じ
め
て
芸
術
的
価
値
を
有
す
と
見
を
さ
2
ハ′7㍉
M
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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《ナンセンス文学》の様相
そ
う
し
た
中
で
、
正
常
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
も
ま
た
、
（
存
在
意
義
）
は
あ
っ
て
も
（
芸
術
的
）
に
は
（
無
価
値
の
軽
文
学
、
否
非
文
学
）
だ
（
加
藤
「
『
新
潮
』
『
近
代
生
活
』
『
文
学
時
代
』
」
、
『
新
潮
』
昭
五
・
二
）
、
（
文
字
通
り
に
無
意
味
な
入
物
と
言
葉
の
機
械
的
羅
列
に
過
ぎ
な
い
）
（
大
宅
「
文
壇
ウ
ル
ト
ラ
新
進
論
」
、
『
改
造
』
昭
五
・
一
〇
）
と
い
っ
た
批
判
を
し
ば
し
ば
浴
び
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
（
一
種
の
人
情
を
狙
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
も
あ
）
って
（
ナ
ン
セ
ン
ス
作
家
だ
と
は
言
ひ
切
れ
な
い
）
（川
端
康
成
「
座
談
会
モ
ダ
ー
ニ
ズ
ム
文
学
及
び
生
活
の
批
判
」
、
『
新
潮
』
昭
五
・
二
）
、
（
心
の
底
）
に
（
ペ
ー
ソ
ス
の
感
情
）
を
潜
め
て
お
り
（
単
な
る
ナ
ン
セ
ン
ス
作
家
だ
と
言
ひ
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
や
う
な
気
が
す
る
）
（
大
江
良
太
郎
「
正
月
号
の
戯
曲
を
読
む
」
、
『
三
田
文
学
』
昭
五
二
一
）
と
い
っ
た
評
価
が
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
評
者
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
評
価
の
相
違
は
必
ず
し
も
評
者
の
属
す
る
文
学
党
派
の
相
違
に
起
因
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
正
常
が
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ
を
特
質
と
す
る
い
わ
ゆ
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
を
書
く
一
方
で
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
、
（
人
情
）
や
（
ペ
ー
ソ
ス
）
に
富
む
い
わ
ば
も
う
一
つ
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
を
書
い
た
こ
と
に
起
因
し
た
は
ず
で
あ
る
。
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
正
常
の
二
冊
の
著
書
の
広
告
文
に
付
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
正
常
が
（
む
ろ
ん
裁
然
と
二
分
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
に
せ
よ
）
二
様
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
を
生
み
出
し
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
ほ
ん
と
に
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
の
面
白
さ
を
昧
ひ
た
い
人
は
、
こ
の
作
家
の
こ
の
作
品
で
満
喫
で
き
る
で
あ
ら
う
。
（
新
興
芸
術
派
叢
書
『
ボ
ア
書
の
求
婚
』
昭
五
・
五
、
新
潮
社
）
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
持
つ
を
か
し
さ
か
な
し
さ
、
淋
し
さ
、
面
白
さ
。
正
に
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
の
極
致
′
（
新
鋭
文
学
叢
書
『
隕
石
の
寝
床
』
昭
五
・
七
、
改
造
社
）
こ
の
う
ち
、
前
者
の
（
面
白
さ
）
の
一
言
に
集
約
さ
れ
た
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
が
、
既
述
の
ユ
マ
吉
・
ペ
ソ
コ
シ
リ
ー
ズ
に
連
小 林 真 二
な
る
作
品
群
を
指
す
こ
と
は
見
や
す
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
後
者
の
（
面
白
さ
）
や
（
を
か
し
さ
）
に
加
え
て
（
か
な
し
さ
、
淋
し
さ
）
を
併
せ
持
つ
と
い
う
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
相
当
す
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
作
品
群
で
あ
る
の
か
。
正
常
の
文
学
上
の
師
に
当
た
る
岸
田
国
士
は
、
正
常
文
学
の
特
質
を
（
ユ
ウ
モ
ア
と
か
ペ
エ
ソ
ス
と
か
い
ふ
言
葉
で
は
現
は
し
難
い
一
種
の
遺
瀬
な
い
可
笑
味
）
（
「
中
村
・
阪
中
二
君
の
こ
と
」
、
『
悲
劇
喜
劇
』
昭
三
・
一
〇
）
に
見
出
し
、
殊
に
「
赤
蟻
」
（
同
前
）
を
推
奨
し
た
（
正
常
「
岸
田
国
士
先
生
と
僕
」
、
『
春
陽
堂
月
報
』
昭
五
・
八
）
。
「
赤
蟻
」
に
は
、
の
ち
の
い
わ
ゆ
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
隆
盛
の
中
で
脚
光
を
浴
び
る
、
テ
ン
ポ
よ
く
繰
り
出
さ
れ
る
機
智
や
軽
快
な
鏡
舌
が
す
で
に
姿
を
見
せ
て
い
る
。
が
、
そ
れ
を
ふ
る
う
の
が
モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
を
謳
歌
す
る
享
楽
的
な
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
た
ち
で
は
な
く
、
母
親
に
逆
ら
え
ず
に
阿
五
君
を
捨
て
裕
福
な
紳
士
と
婚
約
し
た
チ
イ
コ
と
、
テ
ィ
コ
の
不
実
を
責
め
切
れ
ず
に
自
ら
の
不
甲
斐
な
さ
を
噛
み
し
め
る
阿
五
君
で
あ
る
こ
と
が
、
物
語
に
い
わ
ゆ
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
は
見
出
し
が
た
い
疎
い
陰
影
を
与
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
毎
土
曜
に
訪
れ
る
婚
約
者
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
阿
五
君
に
問
わ
れ
て
、
テ
ィ
コ
が
（
一
過
に
一
度
づ
つ
ぼ
ど
う
し
た
つ
て
自
然
に
く
る
の
土
曜
日
は
。
来
る
な
つ
て
云
つ
た
つ
て
、
私
の
せ
ゐ
ぢ
あ
な
い
）
と
答
え
て
見
せ
る
よ
う
に
。
あ
る
い
は
、
テ
ィ
コ
と
婚
約
者
が
食
べ
る
で
あ
ろ
う
バ
ナ
ナ
の
本
数
を
奇
数
に
し
て
お
き
た
い
と
い
う
阿
五
君
が
、
（
一
本
だ
け
が
二
人
の
間
に
残
る
ん
だ
、
奇
数
だ
と
ね
。
そ
の
余
計
な
一
本
の
バ
ナ
ナ
は
阿
五
君
が
食
べ
る
筈
の
ぶ
ん
だ
つ
た
ん
だ
）
と
呟
い
て
見
せ
る
よ
う
に
、
機
智
に
富
む
言
葉
遊
び
も
こ
こ
で
は
単
な
る
遊
戯
と
し
て
で
は
な
く
、
機
智
に
紛
ら
わ
せ
て
で
し
か
表
出
し
え
な
い
そ
れ
ぞ
れ
の
複
雑
な
心
中
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
た
め
の
手
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
読
者
は
、
ユ
マ
吉
・
ペ
ソ
コ
シ
リ
ー
ズ
が
も
た
ら
す
軽
妙
な
可
笑
し
味
と
は
異
質
の
、
（
遣
瀬
な
い
可
笑
昧
）
を
味
わ
う
こ
と
に
な
る
。
岸
田
は
、
正
常
の
作
品
は
（
悉
く
）
「
赤
蟻
」
と
同
様
の
（
「
あ
る
青
年
が
あ
る
少
女
を
愛
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
少
女
は
別
に
許
婚
な
り
恋
人
な
り
が
あ
り
、
そ
の
青
年
を
そ
ば
へ
寄
せ
つ
け
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
青
年
の
悩
み
を
募
ら
せ
る
こ
と
し
か
考
へ
ず
、
青
年
も
亦
恋
の
勝
利
者
た
る
こ
と
は
一
向
夢
見
な
い
で
、
だ
が
、
そ
の
少
女
が
時
々
自
分
の
方
を
振
り
向
い
て
く
れ
る
と
い
ふ
不
幸
な
幸
福
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
ふ
」
と
い
ふ
物
語
）
だ
と
評
し
、
そ
の
（
世
界
の
狭
さ
）
と
、
狭
い
を
が
ら
も
独
014
特の
（
世
界
を
は
つ
き
り
掴
ん
で
い
る
）
こ
と
へ
と
の
驚
き
を
示
し
た
。
（
悉
く
）
と
ま
で
は
一
宇
え
な
い
に
せ
よ
、
確
か
に
そ
う
し
33
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た
（
物
語
）
は
少
な
く
な
い
。
控
え
目
に
見
積
も
っ
て
も
、
「
た
は
む
れ
の
会
話
」
（
『
新
小
説
』
太
一
五
。
五
）
、
「
三
度
婦
人
の
別
l
れ
の
日
」
（
『
創
作
月
刊
』
昭
四
二
一
）
、
「
マ
カ
ロ
ニ
」
（
『
改
造
』
昭
四
。
五
）
、
「
ポ
ン
チ
ポ
ン
チ
の
皿
廻
し
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
四
・
一
一
）
、
「
女
学
生
気
質
」
（
『
モ
ダ
ン
T
O
K
Y
O
円
舞
曲
』
昭
五
。
五
春
陽
登
）
が
明
ら
か
に
こ
れ
に
当
た
る
。
次
に
、
岸
田
の
指
摘
し
た
類
型
か
ら
は
も
れ
る
作
品
に
目
を
転
じ
て
み
た
い
。
「
涼
廊
」
（
『
文
学
』 昭
四
・
一
二
）
と
そ
の
続
編
34
「
長
靴
を
は
い
た
猫
」
（
『
新
青
年
』 昭
五
。
一
）
は
、
次
の
よ
う
な
筋
で
展
開
さ
れ
る
。
公
使
と
刀
自
は
三
十
年
前
に
些
細
な
≪ナンセンス文学》の絃相
喧
嘩
を
元
に
別
れ
た
が
、
年
老
い
た
現
在
で
も
共
に
想
い
を
残
し
、
独
身
を
貰
い
て
い
る
。
そ
こ
へ
、
偶
然
に
も
恋
仲
に
あ
っ
た
公
使
の
甥
の
ミ
ミ
吉
と
刀
自
の
姪
の
メ
メ
コ
が
、
か
つ
て
の
二
人
と
同
じ
よ
う
に
喧
嘩
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
へ
相
談
に
訪
れ
る
。
こ
れ
を
機
に
再
会
を
果
た
し
た
公
使
と
刀
自
は
、
自
分
た
ち
と
よ
く
似
た
二
人
が
容
易
に
仲
直
り
を
果
た
す
の
を
目
の
当
り
に
し
探
い
感
慨
に
耽
る
。
こ
の
よ
う
に
筋
の
み
を
書
き
抜
け
ば
メ
ロ
ド
ラ
マ
め
い
て
し
ま
う
が
、
実
際
に
は
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
（
メ
メ
コ
）
や
モ
ダ
ン
。
ボ
ー
イ
（
ミ
ミ
吉
）
が
軽
妙
な
会
話
を
差
し
は
さ
ん
で
物
語
を
メ
ロ
ド
ラ
マ
へ
の
傾
斜
か
ら
救
い
上
げ
て
い
る
。
メ
メ
コ
づ
つ
と
前
に
、
伯
父
さ
ま
の
と
こ
で
、
泣
き
た
い
と
き
に
は
ど
う
い
ふ
ふ
う
に
す
る
か
つ
て
、
話
題
が
出
て
、
三
人
で
代
は
り
ば
ん
つ
意
見
を
云
つ
た
の
よ
。
私
な
ら
、
レ
コ
ー
ド
を
か
け
て
体
操
を
し
ち
や
ふ
し
、
、
ミ
、
「
吉
君
は
、
刀自
ミ
ミ
吉
さ
ん
の
な
ら
、
い
つ
か
き
ゝ
ま
し
た
よ
、
こ
ご
ん
で
鉛
筆
け
ず
る
ん
で
し
よ
、
よ
つ
ぽ
ど
お
し
や
べ
り
な
ん
だ
ね
お
前
さ
ん
は
。
メ
メ
コ
そ
れ
で
も
つ
て
、
そ
ん
と
き
き
い
ち
や
い
ま
し
た
わ
。
伯
母
さ
ま
は
、
泣
き
た
く
な
る
と
、
い
き
な
り
持
つ
て
た
花
を
そ
の
場
で
む
し
つ
ち
や
ふ
く
せ
が
お
あ
り
に
な
つ
た
つ
て
。
刀自
i
音
の
こ
と
で
す
よ
、
そ
れ
は
。
メ
メ
コ
そ
れ
か
ら
伯
父
様
は
、
わ
し
は
泣
き
た
い
と
き
に
は
、
一
と
思
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
つ
て
し
も
う
た
、
つ
て
。
刀自
！
西
洋
に
行
つ
て
し
ま
へ
た
人
は
よ
か
つ
た
さ
。
メ
メ
コ
さ
う
ね
、
伯
母
さ
ま
の
方
は
そ
れ
以
来
つ
て
い
ふ
も
の
は
、
生
徒
を
つ
か
ま
へ
て
や
た
ら
に
厳
格
に
な
す
つ
た
の
ね
。
ノト林 真 二
伯
母
さ
ま
の
学
校
ほ
教
育
方
針
が
厳
格
だ
つ
て
文
部
省
の
評
判
ね
。
刀自
花
を
む
し
つ
て
軋
じ
つ
ま
ら
な
い
か
ら
ね
。
例
え
ば
、
刀
自
が
公
使
に
つ
い
て
唯
一
批
判
め
い
た
言
葉
を
も
ら
す
右
の
場
面
は
、
彼
女
の
三
十
年
の
想
い
が
吐
露
さ
れ
た
愁
嘆
場
と
な
っ
た
と
し
て
も
全
く
不
思
議
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
女
の
想
い
は
メ
メ
コ
と
の
遊
戯
的
な
掛
け
合
い
に
紛
ら
わ
さ
れ
、
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
ジ
ョ
ー
ク
を
通
じ
て
よ
う
や
く
ほ
の
見
え
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
（
朗
ら
か
に
笑
ひ
、
評
語
を
弄
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
英
雄
）
と
い
う
（
ベ
ー
ル
）
を
用
い
た
（
埋
憂
記
）
で
あ
り
、
（
ベ
ー
ル
）
を
上
げ
れ
ば
そ
の
下
に
は
（
諸
君
自
身
）
の
（潜
然
と
涙
し
）
た
顔
が
見
え
る
は
ず
だ
（
藤
木
豊
「
な
ん
せ
ん
す
文
学
」
、
『
一
橋
文
芸
』
昭
六
・
二
）
と
許
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
と
は
一
線
を
画
す
評
価
を
得
た
所
以
だ
ろ
う
。
こ
の
他
に
も
、
別
れ
た
妾
に
一
目
会
お
う
と
彼
女
の
勤
め
る
女
学
校
へ
潜
り
込
ん
だ
男
を
め
ぐ
る
悲
喜
劇
「
コ
ス
モ
ス
女
学
校
」
（
『
新
潮
』
昭
五
・
一
）
、
現
実
社
会
に
シ
ニ
カ
ル
な
眼
差
し
を
向
け
る
大
道
芸
人
た
ち
の
奇
妙
な
世
界
を
描
い
た
「
隕
石
の
寝
床
」
（
『
作
品
』
昭
五
・
六
）
、
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
女
性
写
真
家
ワ
リ
コ
と
客
た
ち
の
間
に
交
わ
さ
れ
る
滑
稽
か
つ
哲
学
的
な
や
り
取
り
を
つ
づ
っ
た
「
リ
リ
ー
写
真
店
」
（
『
新
潮
』
昭
五
・
八
）
、
社
会
通
念
へ
の
痛
烈
な
批
判
意
識
に
基
づ
く
奇
抜
な
警
句
に
満
ち
た
A
先
生
も
の
の
連
作
「
赤
い
靴
下
の
詩
人
」
（
『
作
品
』
昭
五
二
〇
）「
A
先
生
と
汽
車
の
旅
」
（
『
作
品
』
昭
五
・
一
一
）
「
A
先
生
の
訪
問
」
（
『
作
品
』
昭
六
二
）
等
々
、
（
を
か
し
さ
か
な
し
さ
、
淋
し
さ
、
面
白
さ
）
の
混
交
を
特
質
と
し
た
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
は
数
多
く
、
実
は
あ
る
程
度
の
分
量
を
持
つ
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
れ
に
当
た
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
正
常
独
自
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
は
、
純
然
た
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
に
批
判
的
な
風
潮
に
あ
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
比
し
て
格
段
に
好
意
的
に
迎
え
ら
れ
た
。
例
え
ば
今
日
出
海
は
、
（
茶
化
す
の
は
台
詞
の
表
皮
の
装
飾
で
、
舌
足
ら
ず
の
や
う
な
男
女
の
会
話
の
中
に
、
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
尖
鋭
な
批
判
が
働
い
て
ゐ
）
る
（
「
八
月
の
戯
曲
評
」
、
『
三
田
文
学
』
昭
五
・
九
）
、
（
鏡
舌
）
の
（
中
に
蔽
ひ
つ
く
せ
な
い
）
（
氏
の
真
実
な
憂
愁
）
が
に
じ
み
出
て
い
る
（
「
十
一
月
の
戯
曲
評
」
、
『
三
田
813
文
学
』
昭
五
・
一
二
）
等
と
許
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
と
い
わ
ゆ
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
と
の
本
質
的
な
差
異
を
強
調
す
る
こ
と
で
35
37
正
常
文
学
の
再
評
価
を
図
っ
た
。
（
ナ
ン
セ
ン
ス
親
）
の
盟
友
井
伏
の
、
（
創
作
に
よ
っ
て
は
げ
し
く
純
情
を
求
め
て
ゐ
る
）
こ
と
を
l
（
人
々
に
気
づ
か
れ
ま
い
と
し
て
、
あ
の
風
変
わ
り
な
形
式
を
考
へ
つ
い
た
に
違
い
な
い
）
（
「
『
ポ
ア
吉
の
求
婚
』
の
著
者
中
村
正
常
の
風
貌
」
、
『
作
品
』
昭
五
・
七
）
と
い
う
発
言
も
同
様
の
文
脈
で
捉
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
今
や
井
伏
の
評
価
は
専
ら
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
に
覆
わ
れ
た
内
容
面
に
向
け
ら
れ
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
隠
蔽
す
る
た
め
の
文
字
通
り
の
（
ベ
ー
ル
）
と
捉
え
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
一
方
、
正
常
は
自
ら
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
36
《ナンセンス文学》の様相
僕
の
信
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ひ
と
が
い
ふ
そ
の
僕
の
ナ
ン
セ
ン
ス
と
は
、
僕
が
新
し
く
僕
の
文
学
の
表
現
形
式
に
と
り
い
れ
た
一
つ
の
偏
奇
な
技
巧
に
つ
い
て
、
そ
の
技
巧
ば
か
し
に
目
を
く
れ
て
、
枝
葉
の
問
題
に
つ
い
て
の
み
論
じ
て
ゐ
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
新
技
巧
の
、
文
学
と
し
て
の
新
し
き
価
値
発
見
に
つ
き
て
は
、
僕
は
内
心
得
意
で
な
く
は
な
い
。
再
び
僕
の
信
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ひ
と
の
い
ふ
僕
の
ナ
ン
セ
ン
ス
は
、
僕
の
感
情
の
陰
影
で
あ
る
。
（
中
略
）
僕
の
作
品
を
二
三
、
思
ひ
出
し
て
頂
き
た
い
。
そ
れ
ら
の
作
品
の
精
神
に
つ
い
て
ま
で
、
何
故
に
一
概
に
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
（
中
略
）
技
巧
と
は
精
神
で
は
な
い
こ
と
を
、
僕
は
こ
ゝ
で
云
は
う
と
す
る
の
だ
。
そ
し
て
、
技
巧
こ
そ
、
文
学
の
時
代
性
で
あ
る
こ
と
を
も
云
ひ
た
い
の
だ
。
文
学
の
精
神
こ
そ
は
古
今
を
通
じ
て
不
変
で
あ
る
こ
と
を
も
云
ひ
た
い
の
だ
。
（
「
ナ
ン
セ
ン
ス
の
抗
弁
」
、
『
文
学
時
代
』
昭
五
・
五
）
ユ
マ
吉
と
ペ
ソ
コ
と
二
人
の
愛
の
物
語
を
綴
る
こ
の
作
者
の
こ
と
を
、
ひ
と
は
あ
れ
は
ナ
ン
セ
ン
ス
作
家
だ
と
い
つ
た
。
し
か
し
、
僕
は
知
つ
て
ゐ
る
、
ひ
と
の
い
ふ
あ
の
ナ
ン
セ
ン
ス
こ
そ
、
現
代
の
最
も
よ
き
抒
情
の
方
法
で
あ
る
こ
と
を
。
（
「
ユ
マ
杏
と
ペ
ソ
コ
と
二
人
の
愛
」
、
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
昭
五
・
八
）
こ
こ
で
は
次
の
二
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
お
い
て
目
指
す
の
は
あ
く
ま
で
も
（
古
今
を
通
じ
て
不
変
）
の
（
精
神
）
、
殊
に
（
感
情
の
陰
影
）
の
表
現
（
＝
（
抒
情
）
）
で
あ
る
と
述
べ
、
い
わ
ゆ
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
を
小 林 真 二
本
来
的
に
は
志
向
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
作
を
振
り
返
る
ア
ン
ケ
ー
ト
記
事
で
、
（
世
（
8
）
人
の
幾
分
の
認
容
と
多
数
の
批
難
の
う
ち
に
、
尚
ほ
作
者
は
多
少
の
自
信
を
失
は
な
い
）
（
九
篇
の
戯
曲
）
と
し
て
挙
げ
、
（
本
年
の
ハ
9
）
僕
の
製
作
中
も
つ
と
も
好
き
で
、
か
つ
自
信
の
あ
る
）
（
二
作
）
と
し
て
挙
げ
た
中
に
、
い
わ
ゆ
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
当
た
る
作
品
が
山
作
も
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
と
も
符
号
を
見
せ
て
い
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
ほ
（
抒
情
）
のた
めの
（
最
も
よ
き
）
（
方
法
）
で
あ
る
上
に
、
そ
う
し
た
表
現
に
（
時
代
性
）
を
与
え
る
た
め
の
（
新
技
巧
）
で
あ
る
と
述
べ
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
に
単
に
（
精
神
）
を
覆
う
（
ベ
ー
ル
）
と
い
う
以
上
の
意
義
を
見
出
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
正
常
に
お
い
て
（
抒
情
）
と
ほ
、
つ
と
に
瀬
沼
茂
樹
『
現
代
文
学
』
（
昭
八
二
一
、
木
星
社
書
院
）
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
主
と
し
て
ペ
ー
ソ
ス
を
意
味
し
た
。
し
た
が
っ
て
常
に
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
や
メ
ロ
ド
ラ
マ
へ
の
傾
斜
の
危
機
を
季
ん
で
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
は
軽
快
な
機
知
で
物
語
を
ペ
ー
ソ
ス
へ
の
惑
溺
か
ら
救
い
あ
げ
る
と
同
時
に
、
結
果
的
に
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
と
（
抒
情
）
の混
交
し
た
清
新
な
表
現
の
現
出
を
も
た
ら
し
た
。
先
に
触
れ
た
岸
田
の
評
言
（
（
ユ
ウ
モ
ア
と
か
ペ
エ
ソ
ス
と
か
い
ふ
言
葉
で
は
現
は
し
難
い
一
種
の
遣
瀬
な
い
可
笑
昧
）
）
や
『
隕
石
の
寝
床
』
の
広
告
文
（
（
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
持
つ
を
か
し
さ
か
を
し
さ
、
淋
し
さ
、
面
白
さ
）
）
等
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
事
態
を
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
同
様
の
評
価
は
、
（
甘
美
な
ペ
エ
ソ
ス
と
微
農
を
誅
ふ
ヒ
ウ
マ
と
ヰ
ツ
ト
の
軽
妙
さ
）
の
融
合
を
指
摘
し
た
古
澤
安
二
郎
（
「
五
月
号
の
創
作
評
」
、
『
文
芸
都
市
』
昭
四
・
六
）
や
、
（
明
る
い
涙
の
戯
れ
の
歌
を
微
笑
ん
だ
）
と
費
え
た
川
端
（
「
創
作
界
の
一
年
」
、
『
昭
和
六
年
新
文
芸
日
記
』
昭
五
・
二
、
新
潮
社
）
等
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
も
う
一
方
で
は
、
（
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
心
を
笑
ひ
で
処
理
）
理
す
る
様
な
も
の
）
（
小
林
秀
雄
「
中
村
正
常
君
へ
私信
」
、
『
文
学
風
景
』
昭
五
・
一
と
も
看
過
で
き
な
い
が
、
そ
う
し
た
指
摘
を
も
含
め
て
、
正
常
文
学
の
再
検
討
に
お
い
て
は
、
と
い
う
問
題
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
ょ
う
と
し
て
も
（
油
で
水
を
処
二）
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
こ
（
方
法
）
と
し
て
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
631⊥
37
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《ナンセンス文学》の様相
で
は
、
正
常
が
本
来
の
志
向
と
は
異
な
つ
た
は
ず
の
い
わ
ゆ
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
を
数
多
く
産
出
し
た
背
景
に
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。
新
興
芸
術
派
の
作
家
た
ち
が
（
あ
し
き
文
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
ど
ら
さ
れ
た
）
（
平
野
謙
『
昭
和
文
学
史
』
昭
三
八
・
一
二
、
筑
摩
書
房
）
こ
と
は
既
に
定
説
と
な
つ
て
い
る
が
、
新
興
芸
術
派
に
限
ら
ず
、
当
時
は
作
家
に
対
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
強
制
力
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
時
期
だ
つ
た
よ
う
だ
。
こ
の
間
題
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
論
者
の
一
人
平
林
初
之
輔
は
、
一
九
三
〇
年
の
文
壇
の
特
徴
を
三
日
で
表
せ
ば
（
文
学
に
対
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
決
定
的
勝
利
、
文
学
に
対
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
完
全
な
支
配
の
確
立
）
で
あ
る
と
い
い
、
例
証
と
し
て
（
編
集
者
が
二
疋
の
課
題
を
作
者
に
与
へ
て
創
作
さ
せ
る
）
（
課
題
小
説
）
な
る
シ
ス
テ
ム
が
『
経
済
往
来
』
で
の
導
入
以
来
（
殆
ど
一
般
現
象
に
な
つ
た
）
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
（
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
勝
利
」
、
『
新
潮』
昭
六
二
）
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
た
と
え
作
家
自
身
は（長
い
力
強
い
）
作
品
を
書
き
た
く
と
も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
要
請
で
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
価
値
の
あ
る
）
新
奇
な
軽
文
学
を
書
か
ざ
る
を
得
ず
、
中
に
は
（
一
度
そ
れ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
因
果
で
、
い
つ
ま
で
も
、
心
に
も
な
い
ナ
ン
セ
ン
ス
・
ス
ト
ー
リ
ー
を
書
い
た
り
、
ヅ
ロ
ー
ス
小
説
を
書
い
た
り
、
し
っ
づ
け
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
作
家
）
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
「
日
本
の
文
学
は
何
処
へ
行
く
」
、
『
新
潮
』
昭
六
・
二
）
。
実
際
に
作
家
の
側
か
ら
も
、
雑
誌
連
載
時
に
（
相
当
自
信
の
あ
る
作
品
に
な
り
か
け
た
が
、
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
高
級
す
ぎ
る
か
ら
も
つ
と
通
俗
に
調
子
を
さ
げ
る
様
に
と
懇
請
さ
れ
た
。
さ
う
し
て
、
そ
れ
に
応
ぜ
ず
に
同
じ
調
子
を
続
け
た
ら
掲
載
を
中
絶
す
る
か
ら
と
今
度
は
殆
ど
威
嚇
）
（
龍
脆
寺
雄
「
文
芸
時
評
生
新
人
に
」
、
『
近
代
生
活
』昭
六
・
六
）
さ
れ
た
と
い
う
体
験
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
平
林
の
発
言
を
あ
る
程
度
ま
で
裏
付
け
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
は
、
発
足
そ
の
も
の
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
企
図
に
基
づ
い
て
い
た
新
興
芸
術
派
に
属
す
る
作
家
た
ち
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
強
制
力
を
と
り
わ
け
強
く
受
け
る
こ
と
に
な
つ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
中
で
も
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
作
家
の
場
合
に
は
殊
に
甚
だ
し
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
の
隆
盛
そ
の
も
の
小 林 真 二
が
、
（
数
年
前
）
に
読
者
の
（
明
る
い
、
底
の
な
い
）
（
ア
ハ
ハ
と
笑
つ
て
、
そ
し
て
忘
れ
て
し
ま
へ
る
）
（
軽
文
学
）
へ
の
欲
求
に
着
目
し
、
作
為
的
に
そ
の
（
発
達
に
油
を
そ
そ
い
だ
）
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
も
た
さ
れ
た
（
広
津
和
郎
「
文
芸
雑
感
」
、
『
改
造』
昭
五
二
一
）
の
だ
と
す
れ
ば
当
然
の
趨
勢
で
は
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
正
常
は
評
論
等
で
の
直
接
的
な
発
言
は
避
け
つ
つ
も
、
幾
つ
か
の
文
章
で
彼
自
身
を
投
影
し
た
と
お
ぼ
し
き
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
作
家
の
語
り
手
の
口
を
介
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
与
を
自
嘲
的
に
吐
露
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
円
タ
グ
助
手
の
豆
手
帳
」
（
『
文
芸
春
秋
』
昭
六
こ
ハ
）
の
（
僕
）
（
＝
ナ
カ
ム
ラ
さ
ん
）
は
、
（
食
料
品
並
び
に
飲
料
）
を
得
る
た
め
に
ほ
（
「
玄
関
払
ひ
オ
ン
。
パ
レ
ー
ド
」
を
か
い
た
り
そ
の
他
の
ナ
ン
セ
ン
ス
風
な
文
を
売
ら
を
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
の
に
、
周
囲
は
（
僕
が
芸
術
を
書
か
）
な
い
こ
と
を
（
甚
だ
し
く
批
難
し
た
）
と
小
声
で
つ
ぶ
や
く
。
「
玄
関
払
ひ
オ
ン
・
パ
レ
ー
ド
」
（
『
文
芸
春
秋
』
昭
六
。
五）
は
、
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
と
ら
ず
に
突
然
名
士
を
訪
問
し
て
応
対
ぶ
り
を
試
す
と
い
う
企
画
記
事
だ
が
、
正
常
は
『
文
芸
春
秋
』
で
こ
の
よ
う
な
雑
文
に
携
わ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
名
士
訪
問
記
「
堀
切
善
次
郎
氏
と
正
宗
白
鳥
氏
と
」
（
昭
五
二
二
）
、
「
小
泉
叉
次
郎
民
と
島
崎
藤
村
民
と
」
（
昭
五
。
五
）
、
円
タ
ク
助
手
体
験
記
「
円
タ
ク
助
手
の
豆
手
帳
」
、
脳
病
院
レ
ポ
ー
ト
「
楓
嬢
天
国
繁
昌
記
…
狂
Å
病
院
巡
歴
レ
ポ
ー
ト
ー
」
（
昭
六
。
八
）
、
夜
間
動
物
園
レ
ポ
ー
ト
「
百
獣
軟
夜
の
譜
（
探
夜
の
動
物
園
）
」
（
昭
六
∴
○
）
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
（
家
庭
の
常
備
品
ア
ル
ポ
ー
ス
メ
ン
タ
ム
）
の
広
告
（
昭
五
二
二
）
を
手
が
け
、
ユ
∇
書
中
ペ
ソ
コ
詞
の
掛
け
合
い
で
ミ
ミ
吉
。
テ
ロ
子
に
商
品
を
紹
介
さ
せ
た
こ
と
さ
え
も
あ
っ
た
。
『
文
芸
春
秋
』
側
の
意
図
が
（
軽
く
面
白
く
、
書
い
て
戴
け
る
筈
）
（
「
痕
壕
天
国
繁
昌
記
」
の
中
の
『
文
芸
春
秋
』
編
集
者
の
言
葉
）
と
い
う
期
待
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
正
常
は
こ
れ
に
よ
く
応
え
、
そ
れ
ら
の
（
ナ
ン
セ
ン
ス
風
な
文
）
に
お
い
て
軽
妙
な
語
り
口
を
存
分
に
ふ
る
つ
て
い
る
。
ま
た
、
「
二
Å
用
瀬
ム
巳
（
『
文
芸
春
秋
』
昭
六
二
二
）
に
登
場
す
る
（
岸
田
先
生
）
の
弟
子
の
小
説
家
（
僕
）
も
、
秦
に
（
小
説
は
小
説
だ
け
ど
）
（
ナ
ン
セ
ン
ス
小
説
ば
つ
か
し
し
か
書
か
を
い
ぢ
や
な
い
の
）
と
責
め
ら
れ
た
後
、
原
稿
用
紙
に
向
か
っ
て
（
…
新
年
号
の
、
ナ
ン
セ
ン
ス
読
物
、
な
る
可
く
抱
腹
絶
倒
し
て
、
よ
む
者
の
あ
ご
の
紐
を
と
く
と
い
つ
た
式
の
も
の
を
十
三
放
と
こ
れ
ノ
や
、
む
づ
か
し
い
注
文
だ
。
よ
ろ
し
い
、
引
き
う
け
ま
し
た
、
毎
度
あ
り
が
た
う
ご
ざ
い
、
と
頭
を
さ
げ
て
引
き
う
け
た
ん
だ
、
ど
れ
、
Jパ叫ふ
㍑
か
き
始
め
よ
う
）
と
つ
ぶ
や
く
。
彼
ら
の
つ
ぶ
や
き
に
ほ
、
自
己
の
文
学
が
自
ら
の
信
念
と
は
無
関
係
に
、
専
ら
軽
妙
な
可
笑
し
味
39
33
を
も
た
ら
す
た
め
の
技
巧
と
し
て
の
み
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
利
用
さ
れ
て
い
く
事
態
へ
の
、
正
常
の
と
ま
ど
い
と
自
嘲
と
が
表
さ
れ
l
て
い
よ
う
。
正
常
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
の
間
に
そ
う
し
た
皮
肉
な
関
係
が
結
ば
れ
る
た
め
の
契
機
は
、
彼
の
文
壇
登
場
を
決
定
付
け
た
『改
造
』
懸
賞
当
選
作
「
マ
カ
ロ
ニ
」
（
『
改
造
』昭
四
・
五
）
へ
の
文
壇
の
反
応
の
中
に
す
で
に
見
え
て
い
る
。
「
マ
カ
ロ
ニ
」
は
、
正
常
を
早
く
よ
り
知
る
古
澤
が
、
（
気
の
弱
い
、
懐
疑
的
な
、
夢
見
が
ち
な
青
年
と
、
勝
気
の
女
と
が
遂
げ
ら
れ
な
い
恋
を
め
ぐ
つ
て
ほ
の
ぼ
の
と
嘆
く
）
と
い
う
（
中
村
氏
独
特
の
世
界
を
裏
書
き
す
る
一
例
を
示
し
た
作
品
）
（
「
五
月
号
の
創
作
評
」
前
出
）
と
辞
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
正
常
独
特
の
（
抒
情
）
を
企
図
し
た
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
の
典
型
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
40
《ナンセンス文学》の様相
（
現
代
の
青
年
）
ら
し
い
（
会
話
の
聡
明
さ
）
や
（
理
知
に
富
ん
だ
す
き
の
な
い
モ
ダ
ー
ン
の
味
）
で
（
現
代
の
昧
と
匂
ひ
を
よ
く
現
は
し
）
て
い
る
（
門
外
外
道
「
二
つ
の
小
説
」
、
『
新
潮
』
昭
四
・
六
）
、
（
風
の
や
う
に
清
新
で
、
軽
快
で
ナ
イ
イ
ヴ
な
表
現
）
を
持つ
（
オ
ヨ
ソ
朗
ら
か
な
戯
曲
）
（
千
葉
亀
雄
「
五
月
の
作
品
評
」
同
前
）
、
（
ハ
イ
カ
ラ
）
で
（
筆
触
が
近
代
的
）
（
尾
崎
士
郎
「
五
月
創
作
散
見
」
同
前
）
、
（
近
代
都
市
の
い
つ
さ
い
の
華
や
か
さ
）
を
き
わ
め
て
（
技
巧
）
的
に
表
現
し
て
い
る
（
十
一
谷
義
三
郎
「
文
芸
時
評
傾
向
に
面
し
て
」
、
『
読
売
新
開
』
昭
四
・
五
・
一
五
）
等
の
評
に
よ
く
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
壇
の
関
心
は
専
ら
モ
ダ
ン
で
軽
妙
な
表
現
技
巧
に
、
言
い
換
え
れ
ば
い
わ
ゆ
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
直
接
連
な
る
性
質
ば
か
り
に
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
身
に
と
っ
て
は
技
巧
に
過
ぎ
な
い
と
こ
ろ
の
性
質
ば
か
り
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
関
心
を
喚
起
し
、
結
果
的
に
正
常
が
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
を
め
ぐ
る
二
重
構
造
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
皮
肉
な
現
象
は
、
彼
の
文
壇
登
場
作
が
世
に
現
れ
た
時
点
か
ら
早
く
も
そ
の
萌
芽
を
見
せ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
み
れ
ば
、
正
常
は
平
林
の
言
う
よ
り
も
は
る
か
に
深
刻
な
意
味
に
お
い
て
、
（
一
度
そ
れ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
因
果
で
、
い
つ
ま
で
も
、
心
に
も
な
い
ナ
ン
セ
ン
ス
・
ス
ト
ー
リ
ー
を
書
い
た
り）
（
し
っ
づ
け
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
作
家
）
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
小 林 真 二
ぁ
わ
り
に
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ
か
ら
な
る
い
わ
ゆ
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
後
押
し
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
に
意
味
性
を
求
め
る
評
者
た
ち
か
ら
激
し
い
批
難
を
浴
び
た
上
に
、
新
興
芸
術
派
の
衰
退
と
も
相
倹
っ
て
、
昭
和
六
年
に
入
っ
た
頃
か
ら
文
壇
の
第
一
線
か
ら
の
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
は
正
常
も
決
し
ハ10）
て
例
外
た
り
え
ず
、
昭
和
五
年
を
ピ
ー
ク
に
年
々
発
表
の
場
を
狭
め
ら
れ
て
い
く
。
同
様
の
傾
向
は
正
常
独
自
の
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
も
顕
著
だ
っ
た
が
、
た
だ
し
こ
ち
ら
に
関
し
て
は
、
岸
田
が
危
惧
し
て
い
た
正
常
の
に
よ
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
「
マ
カ
ロ
ニ
」
に
於
い
で
私
は
た
し
か
に
新
鮮
な
「
初
物
」
た
。
「
ポ
ン
チ
ポ
ン
チ
の
皿
廻
し
」
に
於
い
て
私
は
新
し
い
ピ
エ
ロ
ー
の
涙
を
見
た
。
が
、
「
コ
ス
モ
ス
女
学
校
」
（
抒
情
）
の
た
め
（
世
界
の
狭
さ
）
を
食
べ
た
気
が
し
は
、
そ
し
て
文
芸
春
秋
の
「
ボ
ア
吉
の
求
婚
」
は
も
う
そ
ろ
そ
ろ
鼻
に
つ
き
か
け
て
来
た
）
（
谷
川
徹
三
「
文
芸
時
評
」
、
『
文
芸
春
秋
』
昭
五
・
二
）
（‥u）
と
い
っ
た
マ
ン
ネ
リ
化
を
批
判
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
く
に
連
れ
て
、
発
表
の
機
会
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
映
る
か
ら
で
あ
る
。
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
そ
の
も
の
が
衰
微
し
て
い
く
中
で
、
自
ら
の
信
ず
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
独
自
性
を
示
す
こ
と
も
困
難
と
な
っ
た
正
常
は
、
そ
の
後
急
速
に
文
壇
の
中
心
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
行
く
。
こ
う
し
て
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
は
、
め
ざ
ま
し
い
結
実
を
見
る
こ
と
も
、
ま
た
大
き
な
文
学
的
潮
流
を
形
作
る
こ
と
も
な
く
終
息
を
迎
え
て
い
っ
た
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
が
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
よ
り
本
質
的
を
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
へ
の
関
心
を
呼
び
覚
ま
す
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
平
林
は
、
原
義
通
り
の
（
思
想
の
な
い
文
学
）
で
あ
れ
ば
、
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
文
学
の
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
）
（
「
思
想
な
き
文
学
」
、
『
大
阪
毎
日
新
開
』
昭
五
・
五
・
三
〇
）
と
し
て
、
（
伝
統
、
権
威
、
一
切
の
上
品
ぶ
つ
た
も
の
、
勿
体
ぶ
つ
た
も
の
、
形
式
主
義
、
に
対
す
る
消
極
的
破
壊
の
文
学
）
ま
た
は
（
価
値
転
倒
の
文
学
）
と
し
て
の
意
義
を
持
ち
得
る
は
ず
だ
と
主
張
し
た
（
「
昭
和
四
年
の
文
壇
の
概
観
」
、
『
新
潮
』
昭
四
二
二
）
。
ま
た
龍
澹
寺
は
、
（
功
利
性
に
も
無
関
心
で
あ
り
、
量
的
な
大
い
さ
、
質
的
な
重
さ
も
な
く
、
垣
を
吹
抜
け
る
風
の
様
に
あ
ら
ゆ
る
社
会
律
の
間
を
艶
々
213
乎
と
し
て
吹
き
抜
け
）
る
よ
う
な
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
自
身
は
（
仮
り
に
寮
内
容
で
あ
る
に
し
て
も
）
、
結
果
41
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的
に
生
活
の
重
圧
・
因
果
律
か
ら
の
人
間
解
放
を
果
た
す
点
で
は
芸
術
的
価
値
を
持
つ
は
ず
だ
と
説
い
た
（
「
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
論
」
l
前
出
）
。
こ
の
他
、
（
僅
少
の
理
知
的
分
子
、
教
訓
的
分
子
、
常
識
的
分
子
）
も
持
た
ず
に
（
リ
ア
ル
を
倒
錯
せ
し
め
る
）
た
め
の
（
読
42
≪ナンセンス文学》の様相
ん
で
字
の
如
く
セ
ン
ス
の
な
い
文
学
）
を
提
起
し
た
杉
山
平
介
「
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
検
討
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
五
こ
ハ
）
や
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
の
意
義
の
一
つ
と
し
て
（
こ
れ
ま
で
極
め
て
（
因
襲
的
に
）
重
大
だ
と
考
へ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
の
荘
重
な
も
の
の
既
成
慣
倦
を
根
祇
的
に
覆
滅
し
て
、
な
ん
で
も
無
い
も
の
、
莫
迦
々
々
し
き
も
の
即
ち
ナ
ン
セ
ン
ス
に
転
化
さ
せ
て
し
ま
ふ
や
う
な
企
て
）
を
挙
げ
た
新
居
格
「
ナ
ン
セ
ン
ス
に
対
す
る
考
察
」
（
『
新
潮
』昭
五
。
一
〇
）
に
も
、
よ
り
本
質
的
な
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
へ
の
強
い
関
心
を
看
取
で
き
る
。
彼
ら
は
、
（
抒
情
）
を
目
指
し
た
正
常
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
ほ
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
の
原
義
か
ら
は
程
遠
く
、
む
し
ろ
ウ
ィ
ッ
ト
の
範
疇
に
入
る
は
ず
の
い
わ
ゆ
る
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
も
到
底
満
足
で
き
よ
う
は
ず
が
を
か
っ
た
。
平
林
は
、
（
所
謂
ナ
ン
セ
ン
ス
は
好
き
だ
が
）
正
常
独
自
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
は
（
よ
ろ
よ
ろ
し
た
腐
り
か
ゝ
つ
た
ナ
ン
セ
ン
ス
）
で
（
不
愉
快
だ
）
と
酷
評
（
「
文
芸
時
評
両
極
的
を
二
作
品
」
、
『
読
売
新
聞
』
昭
五
・
八
・
九
）
し
た
上
に
、
（
実
を
い
ふ
と
、
日
本
に
ま
だ
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
は
な
い
）
（
「
思
想
な
き
文
学
」
前
出
）
と
断
じ
、
龍
脆
寺
も
、
（
百
パ
ア
セ
ン
ト
）
の
炎
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
は
い
ま
だ
（
な
い
）
（
座
談
会
「
モ
ダ
ー
ニ
ズ
ム
文
学
及
び
生
活
の
批
判
」
前
出
）
と
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
杉
山
と
新
居
の
発
言
は
、
現
状
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
を
対
象
と
し
な
い
理
想
論
で
あ
る
こ
と
を
言
明
し
た
上
で
展
開
さ
れ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
規
模
は
ど
う
あ
れ
、
そ
こ
に
本
質
的
な
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
への
（
正
当
な
発
展
）
（
龍
澹
寺
「
モ
ダ
ア
ニ
ズ
ム
文
学
論
」
、
『
近
代
生
活
』
昭
六
。
一
）
を
待
望
す
る
機
運
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
ば
想
像
に
雉
く
な
い
。
例
え
ば
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
を
（
正
し
い
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
あ
れ
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
は
な
い
）
と
批
判
す
る
と
共
に
、
（
日
本
の
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
は
、
涙
を
飛
躍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
莫
迦
々
々
し
さ
」
を
歌
ひ
初
め
て
も
い
い
時
期
だ
）
（
「
ピ
エ
ロ
俸
道
者
」
、
『
青
い
馬
』
昭
六
。
五
）
と
述
べ
た
安
吾
が
、
そ
の
主
張
を
具
現
化
し
た
「
風
博
士
」
（
『
青
い
馬
』昭
六
・
六
）
に
よ
っ
て
一
躍
文
壇
の
注
目
を
集
め
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
機
運
と
も
決
し
て
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
対
象
と
し
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
仮
に
小 林 真 二
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
（
新
興
芸
術
派
を
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
し
て
大
方
が
救
わ
れ
る
）
（
竹
内
清
己
氏
「
堀
辰
雄
か
ら
の
視
界
…
昭
和
文
学
史
の
生
成
の
場
に
向
け
て
ー
」
、
『
国
学
院
雑
誌
』
平
三
二
）
と
い
う
枠
組
み
を
そ
の
ま
ま
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
た
か
の
よ
う
な
方
向
性
を
免
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
文
学
の
中
で
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
表
現
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
（
昭
和
の
文
芸
史
の
大
き
な
問
題
）
（
鈴
木
貞
美
氏
「
昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
『
新
青
年
』
」
、
『
ユ
リ
イ
カ
』
昭
六
二
・
九
）
を
考
え
る
た
め
に
は
も
と
よ
り
、
昭
和
初
期
の
《
笑
い
》
観
と
そ
の
表
現
の
特
質
を
捉
え
て
い
く
た
め
に
ほ
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
の
検
討
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
を
い
。
文
壇
に
華
々
し
い
一
時
代
を
築
き
上
（12）
げ
た
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
を
基
点
に
、
大
正
末
の
文
壇
に
大
流
行
し
昭
和
四
年
に
（
再
燃
期
）
を
迎
え
た
と
い
う
コ
ン
ト
や
、
『
新
青
年
』
等
を
通
じ
て
盛
ん
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
海
外
の
ユ
ー
モ
ア
小
説
・
ナ
ン
セ
ン
ス
コ
ン
ト
と
の
連
関
を
捉
え
、
佐
々
木
邦
・
辰
野
九
紫
ら
の
い
わ
ゆ
る
《
ユ
ー
モ
ア
文
学
》
や
、
昭
和
六
年
か
ら
安
吾
が
授
喝
し
て
い
く
《
フ
ァ
ル
ス
》
等
と
の
差
異
を
測
る
と
共
に
、
同
時
代
の
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
を
め
ぐ
る
諸
状
況
（
映
画
・
演
劇
・
軽
演
劇
。
漫
談
こ
洛
語
等
）
と
の
関
わ
り
を
捉
え
て
い
く
な
ら
ば
、
昭
和
初
期
の
《
笑
い
》
や
《
ナ
ン
セ
ン
ス
》
を
め
ぐ
る
文
化
状
況
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
回
の
考
察
は
、
い
ま
だ
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
を
め
ぐ
る
現
象
の
発
掘
と
概
観
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
た
憾
み
が
あ
る
が
、
今
後
こ
う
し
た
見
通
し
の
も
と
で
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
く
中
で
さ
ら
に
発
展
を
因
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
補注
（
1
）
座
談
会
「
現
下
文
壇
の
諸
傾
向
を
論
ず
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
四
・
一
一
） で
の
中
村
武
雄
夫
の
発
言
。
ま
た
、
平
林
初
之
輔
「
文
芸
時
評
‥
・
二
…
新
作
家
二
十
五
人
（
1
）
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
四
・
一
〇
二
二
） で
も
（
い
は
ゆ
る
ナ
ン
セ
ン
ス
も
の
）
と
許
さ
れ
て
い
る。
（
2
）
井
伏
「
丸
山
警
視
総
監
と
久
米
正
雄
氏
を
訪
ね
る
…
カ
フ
ェ
・
女
・
賭
博
に
つ
い
て
ー
」
（
昭
五
∴
一
）
、
正
常
「
堀
切
善
次
郎
氏
と
正
宗
白
鳥
氏
と
」
（
同
三
）
、
井
伏
「
安
達
内
相
と
里
見
惇
氏
を
訪
ね
る
」
（
同
四
）
、
正
常
「
小
泉
又
次
郎
氏
と
島
崎
藤
村
氏
と
」
（同
五）
（
3
）
井
伏
が
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
作
家
と
の
評
価
を
得
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
明
確
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
130
最
新
の
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
別
冊
芽
伏
鱒
二
の
風
貌
姿
勢
』
（
平
一
〇
∴
一
）
に
お
い
て
も
、
そ
の
理
43
9由
を
（
う
ま
く
把
握
で
き
な
い
）
（
小
森
陽
一
氏
） と
の
発
言
が
見
え
て
い
る
。
12
（
4
）
布
上
芳
介
「
新
演
劇
と
煽
煽
座
」
（
『
1
9
3
0
』
昭
五
・
二
）
の
記
述
に
よ
る
。
な
お
、
「
ユ
マ
吉
と
ペ
ソ
コ
」
が
日
本
キ
ネ
マ
の
第
44＝
≪ナンセンス文学》の様相
二
回
作
品
と
し
て
契
約
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
興
業
が
契
機
で
あ
っ
た
と
い
う
（
西
村
晋
一
「
演
劇
欄
」
、
『
文
芸
春
秋
』
昭
五
二
二
）
（
5
）
こ
の
ほ
か
、
小
林
秀
雄
「
新
興
芸
術
派
作
家
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
五
・
六
）
が
、
正
常
を
（
ユ
マ
吉
）
の
呼
称
の
も
と
に
戯
画
化
し
て
い
る
こ
と
も
、
正
常
の
作
家
イ
メ
ー
ジ
と
ユ
マ
吉
・
ペ
ソ
コ
シ
リ
ー
ズ
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
示
す
一
例
だ
ろ
う
。
（
6
）
広
津
和
郎
（
「
文
芸
雑
感
」
、
『
改
造
』
昭
五
・
二
）
や
大
森
義
太
郎
（
「
文
芸
時
評
」
、
『
改
造
』 昭五
・
八
）
等
に
も
同
旨
の
発
言
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
は
（
現
実
生
活
そ
の
も
の
の
中
に
動
い
て
居
る
因
果
律
）
が
も
た
ら
す
（
窒
息
）
感
を
（
く
つ
ろ
げ
）
る
べ
く
し
て
生
じ
た
と
す
る
龍
腋
寺
「
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
論
」
や
、
（
必
然
）
に
抑
制
さ
れ
た
現
代
社
会
に
対
す
る
（
反
感）
に
応
え
て
生
じ
た
と
す
る
赤
神
良
譲
「
ナ
ン
セ
ン
ス
の
社
会
学
」
（
『
改
造
』 昭
五
・
九
）
等
に
よ
っ
て
異
論
も
唱
え
ら
れ
た
が
、
全
く
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
（
7
）
こ
う
し
た
状
況
を
、
《
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
》
の
熱
心
な
擁
護
者
で
あ
っ
た
龍
脆
寺
は
（
煙
草
か
ら
栄
養
を
求
め
る
）
に
等
し
い
と
強
く
批
難
し
た
（
「
モ
ダ
ア
ニ
ズ
ム
文
学
論
」
、
『
近
代
生
活
』
昭
六
・
一
） が
、
（
煙
草
）
が
芸
術
的
価
値
を
有
す
理
由
を
充
分
に
示
し
え
ず
、
逆
に
批
判
を
浴
び
る
こ
と
と
な
つ
た
。
（
8
）
「
コ
ス
モ
ス
女
学
校
」
、
「
ボ
ア
吉
の
求
婚
」
、
「
長
靴
を
は
い
た
猫
」
、
「
涼
廊
」
、
「
隕
石
の
寝
床
」
、
「
ポ
ク
ポ
ク
小
父
さ
ん
」
、
「
リ
リ
ー
写
真
店
」
、
「
赤
い
靴
下
の
詩
人
」
、
「
A
先
生
と
汽
車
の
旅
」
（
「
昭
和
五
年
に
発
表
せ
る
創
作
・
評
論
に
就
て
」
、
『
新
潮
』 昭五
・
一
二
）
（
9
）
「
隕
石
の
寝
床
」
、
「
リ
リ
ー
写
真
店
」（
「
今
年
発
表
し
た
一
ば
ん
好
き
な
自
作
に
つ
い
て
」
（
『
作
品
』昭
五
・
一
二
）
（10）
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
た
範
囲
で
は
、
昭
和
五
年
に
正
常
が
発
表
し
た
作
品
数
は
四
五
に
上
っ
た
の
に
射
し
、
以
下
、
三
三
（
昭
和
六
年
）
、
二
一
（
七
年
）
と
減
少
し
て
い
っ
て
い
る
。
し
か
も
七
年
発
表
作
の
う
ち
一
〇
作
は
縁
故
の
あ
っ
た
『
モ
ダ
ン
日
本
』
．
に
偏
っ
て
い
る
。
（11）
門
外
外
道
「
二
つ
の
小
説
」
（
前
出
）
、
室
生
犀
星
「
新
興
芸
術
派
に
つ
い
て
」
（
『
新
潮
』昭
五
・
九
）
、
蒔
田
廉
「
昭
和
六
年
春
の
芸
術
派
」
（
『
新
文
学
研
究
』 昭
六
・
蛸
）
等
（12）
金井景子氏「川端康成『掌 小説』論序説玉出発期の文学状況をめぐつて
ー
」
（
『
新
感
覚
派
の
文
学
世
界
』
昭
五
七
・
一
一
、
名
著
刊
行
会
）
本
稿
は
、
昭
和
文
学
会
第
一
五
回
研
究
集
会
（
一
九
九
五
年
四
月
二
二
日
、
於
昭
和
女
子
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
（
元
本
学
系
助
手
、
硯
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
助
教
授
）
